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四
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第
四
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令

和

四

年

一

月

十

日

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
﹁
生
徒
﹂・
テ
キ
ス
ト
考

川

口

雅

昭

は

じ

め

に

私
は
拙
稿
﹁
吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
月
毎
変
遷
考
﹂
に
お
い
て
︑
安
政
三
年
︵
一
八
五
六
︶
八
月
か
ら
翌
︑
四
年
十
一
月

ま
で
の
︑
実
家
杉
家
の
幽
囚
室
に
お
け
る
松
陰
の
教
育
活
動
状
況
の
月
毎
変
遷
を
分
析
し
た
︒
そ
の
結
果
︑
安
政
三
年
八
︑
九
月
は
家
庭

教
育
︑
十
月
は
﹁
私
塾
﹂
教
育
に
向
け
た
﹁
生
徒
︵
1
︶

﹂
へ
の
基
礎
教
育
期
間
︑
十
一
月
は
テ
キ
ス
ト
等
の
準
備
期
間
︑
十
二
月
か
ら
﹁
私
塾
﹂

教
育
が
本
格
化
し
︑
安
政
四
年
六
月
ま
で
継
続
さ
れ
た
︒
そ
し
て
︑
七
月
以
降
衰
頽
し
た
こ
と
な
ど
を
解
明
し
た
︵
2
︶

︒

そ
こ
で
︑
本
稿
で
は
︑
安
政
三
年
八
月
か
ら
翌
︑
四
年
十
一
月
に
お
け
る
幽
囚
室
へ
の
主
要
来
室
者
︑
そ
こ
で
の
使
用
テ
キ
ス
ト
な
ど

の
分
析
を
通
し
て
︑
教
育
内
容
・
形
態
な
ど
を
論
考
し
︑
幽
囚
室
教
育
の
特
質
を
解
明
し
た
い
︒

幽
囚
室
に
お
け
る
主
要
来
室
者
別
教
育
活
動
状
況

表
1
は
幽
囚
室
教
育
期
の
来
室
者
・
テ
キ
ス
ト
別
述
べ
参
加
数
一
覧
で
あ
る
︒
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漢 籍 不
明

晉
語
六

國
語
孝
経
唐
鑑
左
伝
增
野

左
伝
杉
百
合
之
助

礼
記

安
政
三
年

礼
記

安
政
四
年

父
師
善
誘
法

資
治
通
鑑

名
臣
言
行
録

蒙
求
陳
龍
川
文

安
政
三
年

陳
龍
川
文

安
政
四
年

孟
子
牧
民
忠
告

禹
貢
論
語
序

方
正
学
文
粋

中
庸
名
臣
言
行
録
後
集

朱
竹
坨
文
粋

詩
経
集
伝

三
国
志

唐
宋
八
家
文
柳
宗
元
・
歐
陽
修

唐
宋
八
家
文
歐
陽
修

唐
宋
八
家
文
歐
陽
修

唐
宋
八
家
文
蘇
洵

唐
宋
八
家
文
大
蘇

詩
経
品
物
図
攷

懲
毖
録

古
文
所
見
集

魏
叔
子
文
抄

楊
升
菴
文
集 小

計

不
明
図
書

総

計

1 2 7 5 3 1 6 1 1 27 46

1 1 2 31

4 1 1 6 1 11

0
(16)

0
(1)

0
(1)

0
(1)

0
(19)

0
(20)

0 1

0 3

2 2 4

0
(1)

0
(1)

0
(1)

0
(9)

0
(9)

0
(11)

0
(3)

0
(1)

0
(4)

0
(6)

0
(1)

0
(1)

0
(1)

0
0
(2)

0 0 1 0 0
0
(9)

3 0 0
0
(16)

0
(3)

2 7 0
10
(1)

0
(1)

4
1
(1)

6 0
0
(1)

0
(1)

0
(1)

0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0
37
(34)

1
96
(34)

1 4 1 2 4 1 1 1 2 1 1 19 1 82

1 4 1 2 33 1 5 1 1 1 2 2 1 1 1 1 58 1 118

4 5 3 1 2 15 1 39

0 1

1 1 1

1 1 3

4 4 5

1 1 1

0 1

2 1 3 3

1 1 1

1 1 1

1 1 1

1 1 1

0 1

0 1

1 1 1

2 8 2 4 33 0 1 4 4 0 0 0 0 1 15 0 5 3 0 2 0 2 2 4 4 2 2 1 1 1 0 1 2 1 107 3 261

2 8 3 4 33 0 4 4 4 0 0 2 7 1 25 0 9 4 6 2 0 2 2 4 4 3 2 2 1 1 1 1 2 1
144
(34)

4
358
(41)
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和 書

ゴチは血縁・地縁者

日
本
外
史

経
済
要
録

安
政
三
年

経
済
要
録

安
政
四
年

陰
徳
太
平
記
佐
々
木
梅
三
郎

陰
徳
太
平
記
高
須

武
教
全
書

安
政
三
年

武
教
全
書

安
政
四
年

兵
要
録

農
家
益

弘
道
館
記
述
義

新
論
周
南
の
文

坤
輿
図
識

山
陽
詩
抄

長
門
金
匱

医
学
の
要

農
業
全
書

茶
山
詩

新
策

賴
山
陽

蒙
求
拾
遺

長
井
記

山
陽
詩
抄

女
誡
訳
述

精
里
三
集

吉
田
物
語
附
尾

白
石
遺
文

日
本
政
記

小

計

1 玉木彦介 8 1 3 2 1 3 1 19

2 佐々木梅三郎 1 15 3 8 1 1 1 30

3 佐々木謙藏 2 1 1 4

4 佐々木龜之助
0
(1)

0
(1)

5 佐 1 1

6 高須瀧之允 2 1 3

7 倉橋直之助 2 2

8 玉木文之進 0

9 杉百合之助
0
(1)

0
(1)

0
(2)

10 杉梅太郎
0
(1)

0
(1)

0
(2)

11 松陰 0

12 久保五郎左衛門
0
(2)

0
(2)

血縁・地縁者計 11
0
(1)

1 15 2
9
(4)

3 0
0
(1)

0
(1)

0 1 9 3 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 1 0 0
59
(7)

13 吉田榮太郎 23 10 2 10 9 3 1 1 1 1 1 62

14 增野德民 23 10 2 9 9 3 1 1 1 59

15 岡部繁之助 16 2 1 1 1 2 23

16 山賀生 1 1

17 妻木彌次郎 0

18 大賀春哉 1 1 2

19 國司仙吉 1 1

20 熊野寅二郎 0

21 豐 1 1

22 有吉熊次郎 0

23 馬島春海 0

24 髙橋藤之進 0

25 中谷茂十郎カ 0

26 土屋恭平 0

27 冷泉雅二郎 1 1

28 佐世八十郎 1 1

29 提山 0

外来者計 62 0 21 0 0 0 6 1 0 0 1 20 18 6 2 1 3 1 2 1 0 0 2 2 0 1 1 151

計 73 0 22 15 2 9 9 1 0 0 1 21 27 9 2 1 3 1 2 2 1 1 3 2 1 1 1
210
(7)

表１ 安政３・４年門弟別使用テキスト及び延べ出席数



こ
れ
よ
り
︑
安
政
三
年
八
月
よ
り
翌
︑
四
年
十
一
月
ま
で
の
間
︑
勉
強
会
へ
の
述
べ
参
加
回
数
の
多
い
の
は
增
野
德
民
︵
百
十
八
回
︶︑

吉
田
榮
太
郎
︵
八
十
二
回
︶︑
玉
木
彦
介
︵
四
十
六
回
︶︑
岡
部
繁
之
助
︵
三
十
九
回
︶︑
佐
々
木
梅
三
郎
︵
三
十
一
回
︶
で
あ
る
︒
ま
た
︑
テ

キ
ス
ト
別
述
べ
参
加
者
数
の
多
い
の
は
﹃
日
本
外
史
﹄
会
︵
延
べ
七
十
三
人
︶︑﹃
春
秋
左
氏
伝
﹄
会
︵
延
べ
三
十
三
人
︶
︑﹃
坤
輿
図
識
﹄
会
︵
延

べ
二
十
六
人
︶︑﹃
孟
子
﹄
会
︵
延
べ
二
十
五
人
︶︑
安
政
四
年
の
﹃
経
済
要
録
﹄
会
︵
延
べ
二
十
二
人
︶
で
あ
り
︑
松
陰
が
い
つ
誰
に
何
を
何

回
教
え
た
か
な
ど
が
分
か
る
︒

そ
こ
で
︑
以
下
︑
主
要
来
室
者
別
に
幽
囚
室
に
お
け
る
教
育
活
動
状
況
を
論
考
す
る
︒

︵
一
︶
增
野
德
民

表
2
は
增
野
德
民
に
対
す
る
教
育
記
録
で
あ
る
︒

增
野
德
民
は
﹁
周
防
国
玖
珂
郡
本
郷
村
字
今
中

（
マ
マ
）

の
医
增
野
良
庵

（
マ
マ
）

の
子
で
︵
3
︶

﹂︑﹁
安
政
三
年
十
五
歳
の
十
月
一
日
笈
を
負
ひ
て
松
陰
の
幽
居

た
る
杉
氏
に
寓
し
松
陰
に
師
事
︵
4
︶

﹂
し
た
︒
松
陰
の
﹁
丙
辰
日
記
﹂︑
安
政
三
年
﹁
十
月
朔
日
﹂
の
条
に
は
﹁
增
野
徳
民
来
り
寓
す
︒
為
め

に
左
伝
を
読
む
︵
5
︶

﹂
と
あ
る
︒
こ
れ
よ
り
︑
こ
の
日
の
增
野
の
﹁
来
寓
﹂
を
松
陰
が
事
前
に
知
っ
て
い
た
こ
と
︑
ま
た
︑
そ
れ
は
誰
か
の
紹

介
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
︒
と
ま
れ
︑
增
野
が
松
陰
を
目
指
し
て
﹁
来
寓
﹂
し
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
︒

﹁
下
田
﹂
事
件
失
敗
後
の
松
陰
の
教
育
志
向
を
考
え
れ
ば
︑
松
陰
は
嬉
し
い
反
面
複
雑
な
心
境
だ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒
そ
れ
は
︑

增
野
が
武
士
の
子
で
は
な
く
︑
本
郷
村
の
勘
場
医
﹁
良
庵

（
マ
マ
）

﹂
寛
道
の
長
男
で
あ
り
︑
い
ず
れ
父
の
跡
を
継
ぐ
立
場
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
︵
6
︶

︒

一
方
︑
增
野
に
と
っ
て
︑﹁
来
寓
﹂
の
目
的
は
あ
く
ま
で
も
医
者
に
な
る
た
め
で
あ
り
︑
松
陰
の
想
い
な
ど
想
像
す
ら
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
︵
7
︶

︒
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で
は
︑
松
陰
が
增
野
に
対
し
︑
十
月
一

日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
︑
計
三
十
三
回
に

も
わ
た
り
一
対
一
で
﹃
春
秋
左
氏
伝
﹄
会

を
行
っ
た
目
的
は
何
で
あ
ろ
う
か
︒
そ
れ

は
三
点
あ
る
︒

一
点
目
は
︑
增
野
の
﹁
学
力
﹂
な
ど
の

様
子
見
で
あ
り
︑﹁
落
ち
こ
ぼ
れ
﹂
対
策

で
あ
る
︵
8
︶

︒
本
郷
村
出
身
の
增
野
を
迎
え
︑

松
陰
の
頭
を
過
っ
た
の
は
︑
嘉
永
四
年

︵
一
八
五
一
︶
の
江
戸
で
︑
藩
地
萩
と
江

戸
と
の
学
力
差
に
﹁
落
ち
こ
ぼ
れ
﹂
た
自

身
の
体
験
で
あ
ろ
う
︒
そ
こ
で
︑
松
陰
は

そ
の
対
策
と
し
て
︑
拙
稿
﹁
吉
田
松
陰
に

お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
月
毎
変
遷
考
﹂
で

述
べ
た
よ
う
に
︑﹁
経
書
﹂
を
終
え
た
者

が
﹁
つ
ぎ
て
必
︵
ず
︶
よ
む
﹂
べ
き
﹁
中

夏
の
史
︵
9
︶

﹂
で
あ
る
﹃
春
秋
左
氏
伝
﹄
を
テ

キ
ス
ト
と
し
て
︑
增
野
の
学
力
を
見
な
が

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
﹁
生
徒
﹂・
テ
キ
ス
ト
考
︵
川
口
︶

― 5―

表２ 增野德民教育記録

和書 漢籍 不
明

年 月

日
本
外
史

経
済
要
録

武
教
小
学

周
南
の
文

坤
輿
図
識

山
陽
詩
抄

長
門
金
匱

農
業
全
書

女
誡
訳
述

計

春
秋
左
氏
伝

晉
語
國
語
礼
記
孝
経
唐
鑑
孟
子
論
語
序

朱
竹
坨
文
粋

詩
経
集
伝

三
国
志

詩
経
品
物
図
攷

唐
宋
八
家
文
柳
宗
元
・
歐
陽
修

唐
宋
八
家
文
歐
陽
修

魏
叔
子
文
抄

計

不
明

計

安政 3 8

9

10 30 1 31 31

11 3 3 3

12 12 12 1 4 1 2 8 20

安政 4 1 11 10 2 1 9 3 1 37 5 5 1 43

2 8 8 8

3 1 1 1 1 2 3

4 1 1 1

5 1 1

6 1 1 1 1 1 2 1 6 7

7

8 1 1

9

10

11

計 23 10 2 9 9 3 1 1 1 59 33 1 4 1 1 2 5 1 1 1 2 1 2 2 1 58 1 118



ら
﹁
落
ち
こ
ぼ
れ
﹂
対
策
を
行
い
つ
つ
︑
学
力
向
上
を
図
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒

二
点
目
は
医
者
育
成
の
基
本
と
し
て
の
漢
学
教
育
で
あ
る
︒
江
戸
時
代
の
医
者
養
成
を
見
る
と
︑
後
藤
艮
山
の
門
人
で
あ
っ
た
香
川
修

庵
︵
一
六
八
三

−

一
七
五
五
︶
は
﹁
儒
医
一
本
論
﹂
を
説
き
︑﹁
聖
道
︵
儒
学
︶
と
医
術
は
一
本
と
し
て
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
儒
医
一
本
説

を
主
張
し
た
︒
修
庵
に
と
っ
て
︑聖
道
を
学
ぶ
こ
と
は
身
を
修
め
る
こ
と
で
あ
り
︑身
を
修
め
る
こ
と
は
無
病
が
肝
要
で
あ
る
︒
し
た
が
っ

て
無
病
の
た
め
に
医
術
を
学
ぶ
こ
と
は
︑
聖
道
を
学
ぶ
こ
と
と
一
本
で
あ
る
︵
10
︶

﹂
と
述
べ
た
と
い
う
︒
ま
た
︑﹁
虚
弱
だ
が
優
秀
な
少
年
﹂

で
あ
っ
た
杉
田
玄
白
は
﹁
医
者
の
子
は
医
者
と
い
う
当
時
の
慣
習
に
従
い
︑
十
八
歳
の
こ
ろ
か
ら
︑
漢
学
を
古
文
辞
学
派
宮
瀬
龍
門

︵
一
七
二
〇

−

七
一
︶
に
︑
紅
毛
流
医
学
を
幕
府
奥
医
者
西に
し

玄げ
ん

哲て
つ

に
学
び
︑
医
者
へ
の
道
を
進
ん
だ
︵
11
︶

﹂
と
あ
る
︒
更
に
︑﹁
蘭
学
者
の
家
に

養
子
に
入
っ
た
﹂
宇
田
川
榕
庵
は
﹁
す
ぐ
に
蘭
学
学
習
を
欲
し
た
が
﹂︑
宇
田
川
玄
真
︵
一
七
七
〇

−

一
八
三
五
︶
は
︑﹁
ま
ず
﹃
素
問
﹄・﹃
霊

柩
﹄・﹃
傷
寒
論
﹄
な
ど
の
中
国
医
学
書
や
本
草
学
・
名
物
学
を
徹
底
的
に
学
習
さ
せ
た
︒
そ
れ
は
︑﹃
家
学
漢
土
文
章
為
主
︑
文
章
不
成

則
学
不
能
成
﹄︵
﹃
自
叙
﹄
︶
と
い
う
︑
医
学
は
漢
学
が
基
本
で
あ
る
と
い
う
玄
真
の
方
針
か
ら
で
あ
っ
た
︒︵
中
略
︶
榕
庵
が
玄
真
の
指
示
で
︑

漢
学
を
基
礎
と
し
て
し
っ
か
り
身
に
つ
け
た
こ
と
が
︑
漢
語
の
本
質
的
字
義
を
理
解
し
た
適
正
な
翻
訳
に
つ
な
が
り
︑
現
代
に
ま
で
通
用

す
る
も
の
と
な
っ
た
︵
12
︶

﹂
と
評
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
よ
り
︑
松
陰
が
增
野
に
施
し
た
の
は
医
者
と
な
る
た
め
の
基
礎
教
育
で
も
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
る
︒

三
点
目
は
シ
ン
パ
サ
イ
ザ
ー
育
成
に
向
け
て
の
基
礎
教
育
で
あ
る
︒
拙
稿
﹁
吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
月
毎
変
遷
考
﹂
で
述

べ
た
よ
う
に
﹃
春
秋
左
氏
伝
﹄
の
基
底
に
あ
る
思
想
は
松
陰
の
抱
い
て
い
た
思
想
と
同
じ
ベ
ク
ト
ル
に
あ
っ
た
︒
し
か
し
︑
本
郷
村
か
ら

の
ぽ
っ
と
出
の
增
野
に
い
き
な
り
尊
王
攘
夷
論
を
説
く
ほ
ど
松
陰
も
若
く
は
な
か
っ
た
︒
松
陰
は
懇
切
丁
寧
に
增
野
に
﹃
春
秋
左
氏
伝
﹄

の
説
く
倫
理
を
語
っ
た
の
で
あ
ろ
う
︒
そ
し
て
︑
松
陰
と
い
う
人
格
を
通
じ
︑
そ
れ
は
確
実
に
增
野
に
定
着
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒
こ

の
基
礎
教
育
は
十
一
月
に
終
了
し
た
︒
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そ
の
後
︑
十
二
月
以
降
︑
松
陰
は
增
野
を
﹃
日
本
外
史
﹄
会
︵
二
十
三
回
︶︑﹃
経
済
要
録
﹄
会
︵
十
回
︶
︑﹃
周
南
の
文
﹄
会
︵
九
回
︶︑﹃
坤

輿
図
識
﹄
会
︵
九
回
︶︑﹃
孟
子
﹄
会
︵
五
回
︶
に
参
加
さ
せ
て
い
る
︒
私
は
こ
こ
か
ら
が
增
野
に
対
す
る
︑
シ
ン
パ
サ
イ
ザ
ー
養
成
教
育

の
開
始
だ
っ
た
と
考
え
る
︒

そ
の
際
︑
松
陰
は
最
初
に
增
野
を
吉
田
榮
太
郎
と
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
し
て
い
る
︒
榮
太
郎
は
嘉
永
六
年
︑
十
三
歳
の
三
月
か
ら
翌
︑
七
年

四
月
迄
﹁
江
戸
番
手
道
中
御
到
来
方
御
昼
旅
籠
払
方
手
子
︵
13
︶

﹂
と
し
て
江
戸
往
復
を
経
験
し
て
い
た
︒
来
栖
守
衛
の
﹁
米
国
の
ペ
リ
ー
が
軍

艦
を
率
ゐ
て
浦
賀
に
来
り
和
親
通
商
を
求
め
た
の
が
こ
の
歳
六
月
で
榮
太
の
江
戸
に
あ
る
時
の
こ
と
で
あ
つ
た
︑
敏
感
な
榮
太
に
は
何
等

か
思
想
上
に
影
響
す
る
こ
と
が
あ
つ
た
筈
だ
と
思
は
れ
る
︵
14
︶

﹂
と
の
指
摘
を
待
つ
ま
で
も
な
く
︑
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
︑
そ
れ
も
江
戸
で
ペ
リ
ー

艦
隊
来
航
の
衝
撃
を
体
験
し
た
榮
太
郎
は
︑
松
陰
か
ら
す
れ
ば
﹁
同
志
﹂︑
一
方
︑
增
野
に
は
異
次
元
の
存
在
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
︒
增

野
は
榮
太
郎
か
ら
有
形
無
形
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒
こ
れ
こ
そ
︑
松
陰
が
周
到
に
狙
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
︒

﹁
関
係
人
物
略
伝
﹂
が
增
野
に
つ
い
て
︑
後
の
こ
と
と
し
て
︑﹁
松
陰
の
命
を
受
け
て
︑
品
川
彌
二
郎
と
奔
走
し
た
り
﹂︑﹁
万
延
元
年
頃

は
主
と
し
て
久
坂
玄
瑞
の
指
導
を
受
け
て
国
事
に
活
動
せ
る
も
︑
惜
し
む
ら
く
は
文
久
二
年
三
月
五
日
捕
へ
ら
れ
て
山
代
に
送
還
︑
父
の

厳
に
禁
ず
る
あ
り
て
遂
に
出
づ
る
能
は
ず
︒
維
新
後
は
山
間
の
一
医
師
と
し
て
世
に
立
ち
し
も
︑
常
に
恩
師
同
門
に
背
け
る
を
思
ひ
て
娯

し
ま
ず
︵
15
︶

﹂
と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
見
れ
ば
︑
結
果
的
に
︑
松
陰
の
教
育
は
そ
の
期
待
以
上
に
成
功
し
た
こ
と
が
分
か
る
︒

︵
二
︶
吉
田
榮
太
郎

表
3
は
吉
田
榮
太
郎
に
対
す
る
教
育
記
録
で
あ
る
︒

榮
太
郎
は
在
萩
の
﹁
足
軽
清
内
の
長
男
に
し
て
︑
吉
田
姓
を
自
称
す
︒
天
保
十
二
年
正
月
二
十
日
生
る
︒
久
保
五
郎
左
衛
門
の
松
下
村

塾
に
入
り
勉
学
︑
嘉
永
六
年
十
三
歳
に
し
て
江
戸
に
下
り
︑
藩
邸
の
小
者
と
し
て
仕
へ
︑
萩
と
江
戸
と
に
往
復
す
る
こ
と
数
度
︑
家
計
の

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
﹁
生
徒
﹂・
テ
キ
ス
ト
考
︵
川
口
︶
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た
め
に
志
を
伸
ば
す
こ
と
能
は
ざ
る
を
恨
み
つ

つ
︑
私
か
に
文
武
の
業
に
勉
め
た
り
︒
安
政
三
年

十
六
歳
の
十
一
月
二
十
五
日
︑
初
め
て
幽
室
の
松

陰
に
教
を
乞
﹂
ひ
︑
後
世
︑﹁
識
見
と
才
智
あ
る

俊
英
に
し
て
高
杉
・
久
坂
・
入
江
と
併
せ
て
松
下

村
塾
の
四
天
王
︵
16
︶

﹂
と
称
せ
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
︒

安
政
四
年
五
月
二
十
日
︑
松
陰
は
﹁
榮
太
郎
年

甫
め
て
十
三
︑
初
め
て
江
戸
に
役
す
︒
会
〻
墨
夷

の
変
あ
り
︑
深
く
自
ら
奮
励
し
︑
武
技
を
学
び
て

以
て
效
す
所
あ
ら
ん
と
欲
す
︒
其
の
後
︑
家
を
辞

し
て
遠
く
遊
ば
ん
こ
と
を
謀
り
し
も
︑事
諧
は
ず
︒

丙
辰
の
冬
︑
余
に
囚
室
に
謁
し
教
を
受
け
ん
こ
と

を
請
ふ
︒
余
試
み
る
に
韓
退
之
の
︑﹃
符
︑
書
を

城
南
に
読
む
﹄
の
詩
を
以
て
す
︒
榮
太
屑
し
と
せ

ず
し
て
曰
く
︑﹃
吾
れ
の
学
を
為
す
︑
寧
ん
ぞ
是

れ
が
為
め
な
ら
ん
や
﹄
と
︒
又
孟
子
の
百
里
奚
を

諫
め
ざ
る
を
以
て
智
賢
と
為
す
を
論
ず
る
を
読
ま

し
む
︒
悦
ば
ず
し
て
曰
く
︑﹃
諫
め
ず
死
せ
ず
︑

― 8―

表３ 吉田榮太郎教育記録

和書 漢籍

年 月

日
本
外
史

経
済
要
録

武
教
小
学

周
南
の
文

周
南
の
文

坤
輿
図
識

山
陽
詩
抄

長
門
金
匱

農
業
全
書

茶
山
詩

新
策
女
誡
訳
述
計

晉
語
國
語
孝
経
唐
鑑
孟
子
禹
貢
朱
竹
坨
文
粋

詩
経
集
伝

三
国
志

唐
宋
八
家
文
歐
陽
修

魏
叔
子
文
抄 計

不
明

合

計

安政 3 8

9

10

11

12 12 12 1 4 1 2 8 20

安政 4 1 11 10 2 1 9 3 1 37 4 1 5 1 43

2 8 1 9 9

3 1 1 1 1 2 3

4 1 1 1 1 2

5 1 1 1

6 1 1 1 1 1 3 4

7

8

9

10

11

計 23 10 2 9 1 9 3 1 1 1 1 1 62 1 4 1 2 4 1 1 1 2 1 1 19 1 82



何
を
以
て
智
賢
と
為
さ
ん
﹄
と
︒
余
頗
る
之
れ
を
奇
と
し
︑
語
る
に
学
の
方
を
以
て
す
︒
榮
太
蓋
し
内
に
契
る
あ
り
︑
悉
く
武
技
を
排
し
︑

余
に
従
ひ
て
日
夕
書
を
読
む
︵
17
︶

﹂
と
記
し
て
い
る
︒

松
陰
同
様
︑
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
江
戸
で
受
け
た
﹁
墨
夷
の
変
﹂
の
衝
撃
に
際
し
︑﹁
深
く
自
ら
奮
励
し
︑
武
技
を
学
び
て
以
て
效
す
所

あ
ら
ん
と
欲
﹂
し
た
と
語
る
榮
太
郎
に
︑
松
陰
が
﹁
同
志
﹂
を
感
じ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
︒
ま
た
︑
榮
太
郎
の
︑
良
き
人
た
る
た
め

の
勤
勉
な
学
問
奨
励
を
説
く
韓
退
之
の
詩
へ
の
反
発
や
﹃
孟
子
﹄
萬
章
上
九
章
に
あ
る
︑
王
を
諫
め
ず
︑
祖
国
を
捨
て
た
虞
人
百
里
奚
へ

の
非
難
に
対
す
る
﹁
頗
る
﹂﹁
奇
﹂
と
の
評
価
は
︑
松
陰
の
最
大
の
賛
美
で
あ
ろ
う
︒
松
陰
が
榮
太
郎
を
自
分
同
様
行
動
の
人
と
見
た
証

左
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
後
︑
安
政
四
年
八
月
︑﹁
栄
太
は
才
気
鋭
敏
に
し
て
善
く
大
事
を
論
ず
れ
ど
も
︑
而
も
学
を
修
む
る
こ
と
は
則
ち

懈
る
︵
18
︶

﹂
と
評
し
て
い
る
よ
う
に
︑
学
問
が
足
り
な
い
と
見
た
︒
そ
こ
で
︑
松
陰
は
榮
太
郎
を
真
の
﹁
同
志
﹂
と
す
べ
く
︑
学
問
︑
つ
ま
り
︑

理
論
武
装
の
意
義
を
説
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︵
19
︶

︒
松
陰
の
榮
太
郎
へ
の
期
待
が
如
何
に
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
か
が
分
か
る
︒
一
方
︑﹁
内

に
契
る
﹂
と
こ
ろ
が
あ
り
︑﹁
悉
く
武
技
を
排
し
﹂
て
松
陰
に
﹁
従
ひ
て
日
夕
書
を
読
む
﹂
と
い
う
榮
太
郎
も
松
陰
に
感
じ
る
も
の
が
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
︒

こ
の
意
味
に
お
い
て
︑
榮
太
郎
は
︑
私
が
私
塾
教
育
の
基
本
的
条
件
の
一
つ
と
考
え
る
︑﹁
そ
の
師
匠
に
学
び
た
い
と
願
﹂
っ
て
﹁
参
集
﹂

し
た
﹁
外
来
者
﹂
の
代
表
と
も
い
う
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
︒

こ
の
榮
太
郎
の
こ
と
を
︑
久
保
塾
で
同
窓
だ
っ
た
伊
藤
博
文
は
︑﹁
萩
の
城
下
に
於
て
十
一
二
歳
の
頃
入
門
せ
る
は
︑
久
保
五
郎
左
衛

門
と
称
す
る
人
の
家
塾
に
て
︑
是
れ
即
ち
予
に
取
り
て
は
第
二
の
師
な
り
︒
久
保
塾
は
当
時
七
八
十
人
の
門
生
あ
り
︑
奨
励
の
為
之
を
東

西
両
組
に
分
ち
︑
各
組
共
に
首
席
よ
り
五
人
迄
は
︑
相
撲
な
れ
ば
所
謂
幕
の
内
と
も
称
す
べ
き
処
に
て
︑
師
よ
り
特
に
号
を
与
へ
ら
れ
た

り
︒
予
は
伊
文
公
と
称
せ
ら
れ
︑
何
人
に
も
後
れ
を
取
ら
ざ
り
し
が
︑
独
り
吉
田
稔
丸
と
称
す
る
者
に
は
一
籌
を
輸
し
た
り
︒
彼
は
実
に

天
稟
の
英
才
な
り
︵
20
︶

﹂
と
評
し
て
い
る
︒

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
﹁
生
徒
﹂・
テ
キ
ス
ト
考
︵
川
口
︶
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将
に
︑
榮
太
郎
は
︑
松
陰
が
待
ち
に
待
っ
た
︑
行
動
力
が
あ
り
︑
社
会
経
験
も
豊
富
な
︑﹁
足
軽
﹂
身
分
と
は
い
え
︑
武
士
階
級
の
﹁
識

見
と
才
智
﹂
を
兼
ね
た
最
初
の
来
室
者
で
あ
っ
た
︒

安
政
三
年
十
一
月
二
十
五
日
に
来
室
し
た
榮
太
郎
を
︑
松
陰
は
六
日
後
の
十
二
月
朔
日
に
增
野
と
二
人
の
﹃
晉
語
﹄
会
に
一
回
参
加
さ

せ
た
だ
け
で
︑
以
後
︑﹃
日
本
外
史
﹄
会
︵
二
十
三
回
︶︑﹃
経
済
要
録
﹄
会
︵
十
回
︶
︑﹃
周
南
の
文
﹄
会
︵
十
回
︶︑﹃
坤
輿
図
識
﹄
会
︵
九
回
︶︑

﹃
孟
子
﹄
会
︵
四
回
︶
な
ど
に
参
加
さ
せ
て
い
る
︒

﹃
日
本
外
史
﹄
は
拙
稿
﹁
吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
月
毎
変
遷
考
﹂
で
も
述
べ
た
と
お
り
︑﹁
武
士
﹂
の
﹁
至
上
の
道
徳
的
義

務
﹂
を
﹁
勤
王
﹂﹁
尊
王
﹂
と
す
る
も
の
で
あ
る
︒

﹃
経
済
要
録
﹄
は
佐
藤
信
淵
が
著
し
た
経
世
書
で
︑﹁
有
無
相
交
易
し
て
人
民
に
便
な
ら
し
む
る
こ
と
は
︑
国
家
を
領
す
る
者
の
最
緊
要

な
る
専
務
に
し
て
︑
固
よ
り
百
姓
町
人
等
に
任
ず
可
き
の
理
あ
る
こ
と
な
し
︑
元
来
國
を
富
す
の
機
密
な
る
者
は
︑
大
半
交
易
の
業
に
在

る
こ
と
な
り
︑
可
不
察
哉
︵
21
︶

﹂
と
説
い
て
い
る
よ
う
に
︑
交
易
に
よ
る
経
世
済
民
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
︒
こ
れ
は
松
陰
が
生
涯
主
張
し
た
︑

政
治
は
﹁
万
民
を
安
ん
ず
︵
22
︶

﹂
る
た
め
に
あ
る
と
の
信
念
に
合
致
す
る
︒

﹃
坤
輿
図
識
﹄
は
﹁
本
邦
初
の
世
界
地
図
で
あ
る
弘
化
元
年
刊
﹃
新
製
輿
地
全
図
﹄
を
刊
行
し
た
﹂
箕
作
省
吾
が
﹁
そ
の
解
説
書
と
し

て
編
ん
だ
世
界
地
誌
﹂
で
あ
る
︒﹁
ヨ
ハ
ン
・
ヒ
ュ
ー
ブ
ナ
ー
︵
J.H
übner'
一
六
六
八
～
一
七
三
一
︶
著
﹃
一
般
地
理
学
︵
A
lgem
eene

geographie︶﹄
を
始
め
と
す
る
多
く
の
海
外
地
理
書
を
参
酌
し
て
世
界
各
国
の
地
理
や
現
況
を
体
系
的
・
網
羅
的
に
記
﹂
し
て
い
る
︒
﹁
世

界
六
大
州
の
州
毎
に
︑
ま
ず
各
州
の
﹃
総
括
︵
地
名
・
領
域
・
気
候
・
文
化
・
人
口
等
︶﹄
を
述
べ
︑
続
い
て
各
国
の
地
理
的
事
項
︵
﹃
総
括
﹄

同
様
の
項
目
の
ほ
か
人
種
・
風
俗
・
物
産
・
政
体
な
ど
多
面
的
に
記
述
︶
を
詳
述
す
る
が
︑
適
宜
︑
各
国
の
歴
史
的
人
物
に
も
触
﹂
れ
て
い
る
︒

﹁
内
憂
外
患
の
幕
末
期
に
海
外
情
勢
を
把
握
す
る
最
重
要
の
書
と
さ
れ
︑
井
伊
直
弼
や
吉
田
松
陰
な
ど
の
為
政
者
・
思
想
家
や
幕
末
の
志

士
ら
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
︵
23
︶

﹂
と
い
わ
れ
る
書
で
あ
る
︒
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﹃
孟
子
﹄
は
松
陰
の
最
も
得
意
と
し
た
書
で
︑
松
陰
が
﹁
生
﹂
の
意
義
と
見
た
﹁
義
﹂
の
実
践
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
︒

こ
れ
ら
を
見
れ
ば
︑
榮
太
郎
へ
の
教
育
は
理
論
武
装
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
︒

ま
た
︑
特
筆
す
べ
き
は
︑
榮
太
郎
に
対
し
て
は
︑
安
政
四
年
二
月
の
﹃
周
南
の
文
﹄
会
︵
一
回
︶︑
四
月
の
﹃
茶
山
詩
﹄
会
︵
一
回
︶
と
︑

個
人
教
育
は
二
回
の
み
で
︑
他
は
全
て
集
団
教
育
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
︵
24
︶

︒
こ
の
理
由
は
二
つ
考
え
ら
れ
る
︒
松
陰
は
榮
太
郎
に
対
し
︑
一
︑

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
江
戸
で
経
験
し
た
ペ
リ
ー
艦
隊
来
航
の
衝
撃
︑
そ
こ
か
ら
の
攘
夷
思
想
︑
萩
藩
で
は
な
く
︑
日
本
国
︑
更
に
は
皇
国
と

い
う
国
家
観
︑
そ
こ
か
ら
の
尊
王
思
想
な
ど
︑
具
体
的
経
験
や
社
会
経
験
に
基
づ
く
も
の
の
見
方
︑
考
え
方
を
他
の
来
室
者
に
伝
え
る
役

割
を
期
待
し
た
︒
二
︑
初
来
室
時
︑
松
陰
が
榮
太
郎
の
韓
退
之
の
詩
や
﹃
孟
子
﹄
へ
の
反
発
を
﹁
奇
﹂
と
評
し
た
よ
う
に
︑﹁
識
見
と
才
智
﹂

を
認
め
︑
そ
の
要
を
認
め
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
︒

一
方
︑
榮
太
郎
の
参
加
記
録
の
あ
る
集
団
教
育
に
︑
松
陰
は
︑
安
政
三
年
十
二
月
は
榮
太
郎
の
全
参
加
勉
強
会
二
十
回
全
て
に
增
野
を

参
加
さ
せ
︵
一
〇
〇
％
︑
他
の
参
加
者
は
玉
木
彦
介
︑
岡
部
繁
之
助
の
み
︶︹
内
十
回
︵
五
〇
％
︶
が
榮
太
郎
・
增
野
の
二
人
の
み
︺
︑
ま
た
︑

安
政
四
年
一
月
か
ら
十
一
月
迄
の
六
十
二
回
の
内
五
十
八
回
に
增
野
を
参
加
さ
せ
て
い
る
︹
九
三
・
五
％
︑
他
の
参
加
者
は
玉
木
彦
介
︑

岡
部
繁
之
助
の
み
︒
内
二
十
四
回
︵
三
八
・
七
％
︶
が
榮
太
郎
・
增
野
の
二
人
の
み
︺︒

こ
れ
よ
り
︑
松
陰
は
榮
太
郎
を
社
会
的
経
験
の
乏
し
い
增
野
と
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
し
て
﹁
琢
磨
淬
励
︵
25
︶

﹂
の
関
係
に
置
い
た
こ
と
が
分
か
る
︒

来
室
時
︑
增
野
に
﹃
春
秋
左
氏
伝
﹄
を
︑
榮
太
郎
に
韓
退
之
の
﹃
符
︑
書
を
城
南
に
読
む
﹄
や
﹃
孟
子
﹄
を
読
ま
せ
て
い
る
こ
と
を
見
れ

ば
︑
二
人
は
学
力
に
関
し
て
は
﹁
琢
磨
淬
励
﹂
の
可
能
な
関
係
だ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒
し
か
し
︑
そ
れ
以
上
に
︑
松
陰
が
榮
太
郎
に

期
待
し
た
の
は
︑
上
述
し
た
よ
う
に
︑
榮
太
郎
の
具
体
的
経
験
や
社
会
経
験
に
基
づ
く
も
の
の
見
方
︑
考
え
方
を
增
野
に
﹁
体
察
︵
26
︶

﹂
さ
せ

る
こ
と
で
あ
ろ
う
︒
こ
れ
は
︑
他
の
来
室
者
に
対
し
て
も
同
様
だ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︵
27
︶

︒
松
陰
が
﹁
生
徒
﹂
理
解
に
基
づ
き
︑
巧
み
に

﹁
生
徒
﹂
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
︒

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
﹁
生
徒
﹂・
テ
キ
ス
ト
考
︵
川
口
︶
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し
か
し
︑﹁
生
徒
﹂
で
あ
る
榮
太
郎
か
ら
直
接
他
の
﹁
生
徒
﹂
に
ペ
リ
ー
艦
隊
来
航
の
衝
撃
か
ら
﹁
尊
王
攘
夷
﹂
思
想
な
ど
を
語
ら
せ
た
︑

松
陰
の
指
導
方
法
は
感
嘆
の
他
な
い
︒
他
の
﹁
生
徒
﹂
は
松
陰
が
語
る
こ
と
と
相
ま
っ
て
︑
否
︑
そ
れ
以
上
に
︑
対
抗
心
・
羨
望
・
身
近

な
関
係
な
ど
も
あ
り
︑
同
年
配
の
榮
太
郎
が
語
る
経
験
・
そ
こ
か
ら
の
尊
王
攘
夷
思
想
な
ど
を
吸
収
し
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
︒
そ

の
意
味
で
︑
榮
太
郎
は
幽
囚
室
教
育
に
お
い
て
松
陰
の
﹁
助
手
﹂
で
も
あ
っ
た
︒

榮
太
郎
の
来
室
一
ヶ
月
後
の
安
政
三
年
十
二
月
晦
日
︑
松
陰
は
﹁
除
夜
読
後
の
作
︑
增
野
・
榮
太
二
生
に
示
す
︒
是
れ
よ
り
先
き
連
夜

二
生
と
読
み
︑
率
ね
常
に
暁
に
徹
す
︒
是
の
夜
課
書
未
だ
畢
ら
ざ
る
に
︑
已
に
晨
餐
を
報
ず
︒
相
対
し
て
快
と
称
す
︒
增
野
は
山
代
の
医

生
︑
来
つ
て
吾
が
家
に
寓
す
る
者
︑
栄
太
は
乃
ち
隣
舎
の
児
な
り
﹂
と
題
し
︑﹁
敵
国
未
だ
滅
び
ず
︑
歳
ま
た
終
る
︑
一
心
百
感
交
〻
相
攻
む
︒

龍
去
り
蛇
来
る
常
事
の
み
︑
其
の
覊
靮
鉄
驄
を
死
せ
し
む
る
を
奈
せ
ん
︒
永
鳥
已
に
放
た
れ
宮
部
罷
め
ら
る
︑
啓
藏
先
き
に
逝
き
新
三
同

じ
︒
同
好
更
に
永
有
隣
あ
り
︑
餓
寒
歳
を
守
る
岸
獄
の
中
︒
是
れ
皆
駿
足
一
も
て
万
に
敵
す
︑
天
何
ぞ
馳
突
の
功
を
猜
忌
す
る
︒
其
の
余

三
両
騤
々
た
る
者
︑
機
を
得
れ
ば
逸
し
去
り
勢
を
失
へ
ば
慵
し
︒
未
だ
衰
漢
の
清
議
に
頼
る
を
見
ず
︑
早
く
已
に
弱
宋
甘
ん
じ
て
戎
に
和

す
︒
汝
が
輩
力
学
独
り
予
を
起
す
︑
此
の
夕
将
に
艾
き
ん
と
し
て
両
瞳
烱
か
な
り
︒
二
生
同
庚
︑
好
匹
敵
︑
才
力
況
や
又
相
降
ら
ざ
る
を

や
︒
博
学
秖
だ
応
に
弱
冠
に
及
ぶ
べ
し
︒
妨
げ
ず
入
学
成
童
を
踰
ゆ
る
を
︒
榮
太
兵
を
論
ず
る
に
形
勢
を
重
ん
ず
︑
多
と
す
汝
が
再
度
江

東
に
入
る
を
︒
德
民
は
医
師
︑
当
に
国
を
医
す
べ
し
︑
且
く
百
草
を
嘗
め
て
神
農
を
師
と
す
︒
郷
を
離
れ
て
来
り
托
す
志
見
る
べ
し
︑
墻

を
隔
て
て
胥
居
る
情
豈
に
空
し
か
ら
ん
や
︒
吾
れ
二
生
を
得
て
稍
〻
意
を
強
う
す
︑
且
つ
喜
ぶ
明
朝
韶
光
の
通
ず
る
を
︵
28
︶

﹂
と
詠
ん
で
い
る
︒

表
題
の
﹁
連
夜
二
生
と
読
み
︑
率
ね
常
に
暁
に
徹
す
︒
是
の
夜
課
書
未
だ
畢
ら
ざ
る
に
︑
已
に
晨
餐
を
報
ず
︒
相
対
し
て
快
と
称
す
﹂

よ
り
︑
安
政
三
年
十
二
月
︑
松
陰
︑
榮
太
郎
︑
增
野
の
勉
強
会
は
連
夜
明
け
方
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
︑
大
晦
日
は
課
題
を
決
め
て
実

行
し
︑
朝
食
時
間
に
ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
︵
29
︶

︒

ま
た
︑
本
文
の
﹁
敵
国
未
だ
滅
び
ず
︑
歳
ま
た
終
る
︑
一
心
百
感
交
〻
相
攻
む
︒
龍
去
り
蛇
来
る
常
事
の
み
︑
其
の
覊
靮
鉄
驄
を
死
せ
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し
む
る
を
奈
せ
ん
﹂
よ
り
︑
松
陰
が
攘
夷
の
志
を
堅
持
し
て
お
り
︑
故
に
有
為
賢
材
の
士
を
要
す
る
秋
に
︑
俊
傑
の
士
を
投
獄
し
た
り
︑

死
に
追
い
や
る
と
は
何
事
で
あ
る
か
︑
と
憤
慨
し
て
い
る
こ
と
︒﹁
未
だ
衰
漢
の
清
議
に
頼
る
を
見
ず
︑
早
く
已
に
弱
宋
甘
ん
じ
て
戎
に

和
す
﹂
よ
り
︑
幕
府
は
そ
の
よ
う
な
憂
国
の
士
を
頼
ま
ず
︑
却
っ
て
﹁
夷
狄
﹂
と
の
和
議
に
奔
走
し
て
い
る
︑
と
幕
政
批
判
を
行
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
︒
し
か
し
︑
そ
れ
以
上
に
注
目
す
べ
き
は
︑
す
で
に
こ
の
時
点
で
︑
增
野
が
こ
の
よ
う
な
話
が
で
き
る
状
態
に
な
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
︒
そ
れ
は
︑﹁
二
生
同
庚
︑
好
匹
敵
︑
才
力
況
や
又
相
降
ら
ざ
る
を
や
﹂
よ
り
︑
增
野
が
榮
太
郎
の
﹁
好
匹
敵
﹂
者
︑﹁
才

力
﹂
伯
仲
す
る
ま
で
に
成
長
し
た
︑
と
松
陰
が
認
識
し
て
い
る
こ
と
︒
そ
し
て
︑﹁
吾
れ
二
生
を
得
て
稍
〻
意
を
強
う
す
﹂
よ
り
︑
そ
ん

な
增
野
・
榮
太
郎
の
存
在
を
松
陰
が
頼
も
し
く
感
じ
て
い
る
︑
と
詠
ん
で
い
る
こ
と
よ
り
も
分
か
る
︒
松
陰
の
教
育
は
確
実
に
実
を
結
ん

で
い
た
︒

そ
の
後
︑
安
政
四
年
九
月
︑
松
陰
は
榮
太
郎
の
江
戸
行
に
際
し
﹁
上
張
地
﹂
を
﹁
贐
﹂
と
し
た
際
︑
添
え
た
手
紙
に
︑﹁
貴
所
な
ら
で

は
孰
れ
か
微
志
を
継
ぎ
申
す
べ
し
︒
兼
て
も
申
し
述
べ
候
通
り
其
の
人
あ
ら
ば
貴
所
力
を
添
へ
ら
れ
よ
︑
若
し
其
の
人
な
く
候
は
ば
貴
所

が
即
ち
其
の
人
と
存
じ
候
︵
30
︶

﹂
と
述
べ
て
い
る
︒
ま
た
︑
在
江
戸
の
同
志
長
原
武
宛
に
は
榮
太
郎
を
﹁
僕
視
る
こ
と
猶
ほ
阿
弟
の
ご
と
し
︵
31
︶

﹂

と
記
し
︑
桂
小
五
郎
に
は
︑﹁
此
の
生
僕
甚
だ
愛
す
る
所
︑
前
途
期
す
べ
し
と
存
じ
候
︒
僕
鑑
定
の
処
は
此
の
生
の
名
字
説
其
の
外
書
き

与
へ
候
詩
文
に
て
御
承
知
下
さ
る
べ
く
︑
老
兄
御
目
鏡
に
乗
り
先
々
有
用
と
思
召
さ
れ
候
は
ば
︑
然
る
べ
く
御
教
示
頼
み
奉
り
候
︒
此
の

生
心
事
︑
小
生
近
況
︑
直
々
御
聞
取
り
下
さ
る
べ
く
候
︒
外
に
小
倉
健
作
の
事
︑
此
の
生
へ
任
せ
置
き
候
︑
趣
次
第
御
指
示
頼
み
奉
り
候
︒

其
の
他
宜
し
き
を
計
り
齋
藤
父
子
・
櫻
任
藏
・
松
浦
武
四
郎
な
ど
へ
御
紹
介
︑
小
生
の
近
況
相
通
じ
度
く
︑
邸
中
に
て
も
來
島
な
ど
同
断
︑

相
模
へ
も
参
り
候
は
ば
來
原
同
断
︑
其
の
他
内
外
有
志
の
も
の
へ
も
然
る
べ
く
御
頼
み
仕
り
候
︒
僅
か
の
在
府
︑
迚
も
読
書
と
申
す
程
の

事
は
覚
束
な
く
︑
唯
だ
天
下
の
人
物
を
閲
し
其
の
末
議
を
聞
き
候
肝
要
と
頼
み
奉
り
候
︵
32
︶

﹂
と
送
っ
て
い
た
︒

後
︑
安
政
五
年
六
月
十
日
︑
榮
太
郎
は
﹁
里
村
伯
父
﹂
に
宛
て
︑﹁
今
度
公
儀
に
は
彼
亜
墨
利
加
使
節
と
条
約
相
成
﹂
っ
た
こ
と
は
﹁
殊

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
﹁
生
徒
﹂・
テ
キ
ス
ト
考
︵
川
口
︶
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の
他
の
事
に
て
﹂︑﹁
公
儀
役
人
衆
︑
兎
角
亜
墨
利
加
ニ
口
説
か
れ
︑
い
ひ
こ
め
ら
れ
﹂
た
結
果
で
あ
る
︵
33
︶

︒
﹁
今
度
右
之
段
京
都
被
聞
召
御

叡
慮
を
被
為
悩
︑
何
分
右
之
次
第
一
々
相
許
候
而
は
︑
日
本
終
に
衰
微
に
相
成
り
候
﹂
と
か
︑﹁
孰
れ
近
年
之
内
︑
乱
世
と
も
相
成
可
申

と
評
判
仕
候
付
私
ど
も
も
心
支
度
仕
居
候
﹂︑﹁
尚
又
去
月
廿
五
日
︑
殿
様
御
意
之
趣
︑
有
之
私
拝
見
仕
︑
実
ニ
落
涙
仕
候
何
卒
文
武
精
錬

仕
貳
百
年
来
之
大
恩
報
じ
度
事
ニ
御
座
候
︵
34
︶

﹂
と
送
っ
て
い
る
︒
こ
れ
と
そ
の
後
の
榮
太
郎
の
﹁
志
士
︵
35
︶

﹂
と
し
て
の
人
生
を
見
れ
ば
︑
松
陰

の
教
育
は
期
待
通
り
に
成
功
し
た
こ
と
が
分
か
る
︒

︵
三
︶
玉
木
彦
介

表
4
は
玉
木
彦
介
に
対
す
る
教
育
記
録
で

あ
る
︒

天
保
十
二
年
︵
一
八
四
一
︶
生
ま
れ
の
玉
木

彦
介
は
︑﹁
松
陰
の
叔
父
玉
木
文
之
進
の
嫡
子

な
り
︒
幼
よ
り
父
及
び
松
陰
に
従
ひ
て
学
ぶ
︒

松
陰
の
﹃
士
規
七
則
﹄
は
こ
の
従
弟
の
た
め
に

書
か
れ
た
も
の
な
り
︒
安
政
二
年
父
に
従
ひ
相

模
の
戌
に
赴
き
江
戸
に
遊
ぶ
︒
翌
年
帰
国
後
は

松
陰
の
幽
室
に
起
居
を
共
に
し
て
学
ぶ
︒
そ
の

後
も
松
陰
は
常
に
彦
介
の
よ
き
指
導
者
な
り

き
︵
36
︶

﹂
と
い
わ
れ
る
人
物
で
あ
る
︒
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表４ 玉木彦介教育記録

和書 漢籍

年 月

武
教
小
学

安
政
三
年

武
教
小
学

安
政
四
年

日
本
外
史

経
済
要
録

山
陽
詩
抄

周
南
の
文
計

蒙
求
陳
龍
川
文

孝
経
方
正
学
文
粋

禹
貢
孟
子
論
語
序

唐
宋
八
家
文
蘇
洵

唐
宋
八
家
文
歐
陽
修

計
合

計

安政 3 8 1 1 1

9 2 2 2 2 4

10 5 5 5

11 2 2 2

12 1 1 1 1 2

安政 4 1 2 7 1 3 13 5 3 5 13 26

2 1 1 1 1 2

3

4

5 1 1 1 1 2

6 1 1 1

7

8 1 1 1

9

10

11

計 3 2 8 1 4 1 19 2 7 1 6 3 5 1 1 1 27 46



松
陰
が
彦
介
の
教
育
に
言
及
し
た
の
は
嘉
永
四
年
六
月
二
十
八
日
以
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
︒
松
陰
は
叔
父
玉
木
文
之
進
に
︑
当
時
十
一

歳
の
彦
介
の
こ
と
を
︑﹁
令
肖
御
壮
健
︑
旧
に
仍
り
猟
好
の
由
︑
一
段
の
事
と
存
じ
奉
り
候
︒
土
作
の
色
想
像
致
し
候
︒
因
つ
て
相
考
へ
候
︑

武
士
は
壮
健
に
そ
だ
ち
申
さ
ず
候
て
は
物
前
の
用
に
立
た
ざ
る
は
勿
論
な
り
︒
尚
ほ
十
余
歳
に
成
り
候
て
は
根
気
強
く
物
に
堪
へ
候
様
の

修
行
肝
要
に
存
じ
奉
り
候
︒
然
る
処
堅
忍
と
壮
健
と
は
常
に
相
因
る
も
の
に
付
き
︑
何
分
其
の
御
心
得
申
す
も
愚
か
に
存
じ
奉
り
候
︒
︵
中

略
︶
安
き
に
居
て
危
を
忘
れ
ず
︑
夫
の
堅
忍
壮
健
御
求
め
さ
せ
専
一
に
存
じ
奉
り
候
︵
37
︶

﹂
と
書
き
送
っ
て
い
る
︒
松
陰
は
﹁
堅
忍
と
壮
健
﹂

を
目
標
に
あ
げ
︑
彦
介
の
以
前
か
ら
の
﹁
猟
好
﹂
を
﹁
壮
健
﹂
に
育
つ
素
と
賞
賛
す
る
︒
そ
し
て
︑
﹁
堅
忍
﹂
＝
﹁
根
気
強
く
物
に
堪
へ

候
様
の
修
行
﹂
を
奨
励
し
て
い
る
︒

ま
た
︑
翌
︑
嘉
永
五
年
︑
実
家
杉
家
屏
居
待
罪
中
の
読
書
記
録
で
あ
る
﹁
睡
余
事
録
﹂
五
月
の
条
に
︑﹁
玉
木
彦
介
来
る
︑
為
め
に
詩

経
を
読
む
︵
38
︶

﹂
と
あ
る
︒
こ
れ
よ
り
︑
松
陰
が
こ
の
時
点
で
彦
介
に
教
育
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
︒
し
か
し
︑
九
月
の
段
階
で
も
︑

﹁
竟
日
︑
玉
彦
介
・
口
壽
次
を
し
て
詩
経
を
習
読
せ
し
む
︒
而
し
て
手
づ
か
ら
犯
彊
録
を
写
し
つ
つ
︑
耳
に
て
読
法
の
善
悪
を
聴
き
て
︑

為
め
に
之
れ
を
正
す
︵
39
︶

﹂
と
あ
り
︑
教
育
は
﹁
読
法
﹂
中
心
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒

そ
の
意
味
で
︑
安
政
元
年
十
一
月
二
十
三
日
以
前
︑
松
陰
が
十
四
歳
の
彦
介
へ
贈
っ
た
﹁
従
弟
玉
木
彦
介
に
与
ふ
る
書
﹂
は
興
味
深
い
︒

昔
東
方
朔
は
年
十
二
の
と
き
︑
書
を
学
ぶ
こ
と
三
冬
に
し
て
︑
文
史
用
ふ
る
に
足
り
︑
曹
植
は
十
歳
余
に
し
て
︑
詩
論
を
誦
読
し
︑

辞
賦
十
余
万
言
︑
陸
雲
は
六
歳
︑
荀
勗
は
十
余
歳
︑
皆
善
く
文
を
つ
く
る
︒
陸
續
は
六
歳
に
し
て
袁
術
に
見
え
︑
孔
融
は
十
歳
に
し

て
李
庸
に
造
る
︑
皆
其
の
奇
と
し
て
嘆
ず
る
所
と
な
る
と
︒
古
人
か
く
の
如
き
類
甚
だ
多
し
︒
今
足
下
も
亦
十
余
歳
︑
当
に
自
ら
表

見
す
る
所
あ
る
べ
し
︒
知
ら
ず
︑
近
日
修
む
る
所
は
何
の
業
ぞ
︑
読
む
所
は
何
の
書
ぞ
や
︒
僕
足
下
の
国
史
を
読
ま
ん
こ
と
を
望
む
︒

漢
事
に
明
か
に
し
て
国
事
に
茫
乎
た
る
は
︑学
人
の
通
病
な
り
︒
故
に
宜
し
く
先
づ
国
史
を
読
む
べ
し
︒
国
史
は
近
古
よ
り
始
め
よ
︒

上
古
は
幽
遠
︑
中
古
は
悠
優
に
し
て
︑
其
の
史
皆
読
み
難
し
︑
幼
学
の
及
ぶ
所
に
非
ざ
れ
ば
な
り
︒
近
古
は
又
宜
し
く
藩
史
よ
り
始

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
﹁
生
徒
﹂・
テ
キ
ス
ト
考
︵
川
口
︶
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む
べ
し
︒
今
且
く
陰
徳
記
を
把
り
て
一
読
せ
よ
︒
記
は
刻
本
世
に
多
く
あ
り
︑
字
画
諧
正
に
し
て
︑
地
名
︑
人
名
並
に
旁
訓
を
附
す
︒

文
又
頗
る
文
縟
に
し
て
︑
読
者
を
し
て
楽
し
み
て
倦
む
こ
と
を
忘
れ
し
む
︒
温
故
記
・
吉
田
語
に
比
せ
ば
︑
大
い
に
幼
学
に
便
な
り
︒

僕
又
足
下
の
楷
書
を
学
び
︑
兼
て
抄
録
謄
写
等
の
事
を
習
は
ん
こ
と
を
望
む
︒
是
れ
小
事
と
雖
も
亦
読
書
人
の
要
務
に
し
て
︑
忽
せ

に
す
べ
き
所
に
非
ざ
る
な
り
︒
其
の
他
足
下
に
望
む
も
の
は
尚
ほ
多
し
︒
未
だ
遽
か
に
注
告
せ
ざ
る
は
︑
敢
へ
て
之
れ
を
吝
む
に
非

ざ
る
な
り
︑
憤
悱
を
待
ち
て
而
し
て
後
之
れ
を
啓
発
せ
ん
と
欲
す
る
の
み
︒
僕
の
兄
弟
行
︑
年
少
く
し
て
成
立
を
望
む
べ
き
者
は
︑

独
り
足
下
あ
る
の
み
︒
さ
れ
ば
則
ち
僕
の
足
下
に
望
む
所
︑豈
に
是
れ
の
み
に
止
ま
ら
ん
や
︒
足
下
宜
し
く
深
く
自
ら
激
昂
し
︑
嘐
々

然
と
し
て
︑
古
人
を
以
て
期
と
為
す
べ
し
︒
尊
大
人
︑
客
に
接
し
府
に
朝
せ
ら
る
︑
想
ふ
に
当
に
事
務
繁
劇
な
る
べ
し
︒
庭
に
趨
る

の
間
に
或
は
寅
︵
次
郎
︶
の
事
に
及
ば
ば
︑
幸
に
寅
困
辱
に
居
る
と
雖
も
︑
志
気
撓
ま
ず
︑
人
に
向
ひ
て
苦
言
す
る
こ
と
︑
尚
ほ
能

く
か
く
の
如
し
と
白
せ
︒
不
宣
︵
40
︶

松
陰
は
最
初
に
︑
幼
少
時
よ
り
学
問
に
励
み
名
を
な
し
た
古
代
中
国
の
﹁
東
方
朔
﹂
他
何
名
か
を
挙
げ
︑﹁
足
下
﹂
も
﹁
十
余
歳
﹂
だ

か
ら
︑﹁
当
に
自
ら
表
見
す
る
所
﹂
が
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
︑
と
彦
介
を
激
励
す
る
︒
そ
し
て
︑﹁
漢
事
に
明
か
に
し
て
国
事
に
茫
乎
た
る

は
︑
学
人
の
通
病
な
り
﹂
と
述
べ
︑﹁
国
史
﹂
学
習
を
﹁
望
む
﹂
と
い
う
︒
そ
の
﹁
国
史
は
近
古
よ
り
始
め
よ
﹂
と
記
す
︒
そ
れ
は
︑﹁
上

古
は
幽
遠
︑
中
古
は
悠
優
に
し
て
︑
其
の
史
皆
読
み
難
﹂
く
︑﹁
幼
学
の
及
ぶ
所
﹂
で
は
な
い
か
ら
︑
と
い
う
︒
ま
た
︑﹁
近
古
は
又
宜
し

く
藩
史
よ
り
始
む
べ
し
﹂
と
し
て
︑﹁
陰
徳
記
﹂
を
奨
励
す
る
︒﹁
陰
徳
記
﹂
＝
﹃
陰
徳
太
平
記
﹄
と
は
︑﹃
太
平
記
﹄
の
形
式
で
︑
戦
国

か
ら
江
戸
初
期
の
︑
中
国
地
方
に
お
け
る
毛
利
氏
の
活
躍
を
描
い
た
戦
記
で
︑
一
代
に
し
て
中
国
地
方
と
北
九
州
の
一
部
を
領
有
す
る
大

名
と
な
っ
た
毛
利
元
就
︵
洞
春
公
︶
を
理
想
的
人
物
と
し
て
描
い
た
軍
記
で
あ
る
︒
文
体
は
混
淆
文
で
︑
難
字
や
人
名
に
は
ル
ビ
が
付
し

て
あ
り
︑
初
学
者
に
適
し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
︒
松
陰
も
﹁
刻
本
世
に
多
く
あ
り
︑
字
画
諧
正
に
し
て
︑
地
名
︑
人
名
並
に
旁
訓
を
附

す
︒
文
又
頗
る
文
縟
に
し
て
︑
読
者
を
し
て
楽
し
み
て
倦
む
こ
と
を
忘
れ
し
む
︒
温
故
記
・
吉
田
語
に
比
せ
ば
︑
大
い
に
幼
学
に
便
な
り
﹂
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と
評
し
て
い
る
︒

更
に
︑﹁
楷
書
﹂
や
﹁
抄
録
謄
写
等
﹂
の
学
習
も
﹁
望
﹂
ん
で
い
る
︒
そ
れ
は
︑﹁
小
事
﹂
と
は
い
え
﹁
読
書
人
の
要
務
﹂
で
あ
り
︑﹁
忽

せ
に
す
べ
き
所
﹂
で
は
な
い
か
ら
︑
と
い
う
︒
ま
た
︑﹁
未
だ
﹂
に
お
前
を
﹁
遽
か
に
注
告
﹂
し
な
い
の
は
︑﹁
敢
へ
て
﹂﹁
吝
む
﹂
か
ら

で
は
な
い
︒
お
前
の
﹁
憤
悱
を
待
ち
て
而
し
て
後
之
れ
を
啓
発
せ
ん
と
欲
﹂
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
し
て
︑﹁
僕
の
兄
弟
行
︑
年
少
く

し
て
成
立
を
望
む
べ
き
者
は
︑
独
り
足
下
あ
る
の
み
﹂
と
述
べ
て
い
る
︒
そ
し
て
︑﹁
足
下
宜
し
く
深
く
自
ら
激
昂
し
︑
嘐
々
然
と
し
て
︑

古
人
を
以
て
期
と
為
す
べ
し
﹂
と
続
け
︑﹁
庭
に
趨
る
の
間
に
或
は
寅
︵
次
郎
︶
の
事
に
及
ば
ば
﹂︑
私
は
﹁
幸
に
﹂︑﹁
困
辱
﹂
＝
野
山
獄

に
﹁
居
る
と
雖
も
﹂︑
今
も
﹁
志
気
﹂
は
﹁
撓
﹂
ん
で
い
な
い
︒
そ
し
て
︑﹁
人
に
向
ひ
て
苦
言
す
る
こ
と
︑
尚
ほ
能
く
か
く
の
如
し
﹂
と

﹁
尊
大
人
﹂
玉
木
文
之
進
先
生
に
﹁
白
せ
﹂
と
述
べ
︑
最
後
を
﹁
不
宣
﹂
と
結
ん
で
い
る
︒

こ
の
﹁
書
﹂
に
関
す
る
兄
杉
梅
太
郎
か
ら
の
書
に
は
︑﹁
彦
介
に
与
ふ
る
書
︑
説
き
聞
か
せ
候
処
︑
大
い
に
奮
発
致
し
居
り
候
︒
此
の

節
答
書
の
吟
味
頻
り
に
致
し
候
様
子
︑
時
々
御
振
子
御
頼
み
い
た
し
候
﹂
と
あ
っ
た
︒
松
陰
が
彦
介
の
学
問
レ
ベ
ル
を
﹁
幼
学
﹂
と
記
し

て
い
る
こ
と
と
併
せ
︑
松
陰
が
更
に
そ
の
勘
返
状
に
﹁
劣
弟
意
外
の
喜
び
︑
足
を
企
て
て
答
書
を
待
つ
の
み
︵
41
︶

﹂
と
記
し
て
い
る
は
注
目
さ

れ
る
︒

松
陰
か
ら
す
れ
ば
︑
彦
介
は
﹁
従
弟
﹂
で
あ
る
と
共
に
︑﹁
尊
大
人
﹂
玉
木
文
之
進
の
息
子
で
あ
る
︒
よ
っ
て
︑﹁
彦
介
に
与
ふ
る
書
﹂

は
︑
松
陰
が
彦
介
の
あ
り
様
を
憂
い
︑
こ
れ
で
も
筆
を
抑
え
て
呈
し
た
書
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
︒
そ
れ
を
兄
梅
太
郎
は
今
後
も

﹁
時
々
﹂
頼
む
と
返
し
︑
松
陰
も
彦
介
の
﹁
奮
発
﹂
を
﹁
意
外
の
喜
び
﹂
と
記
し
て
い
る
︒
私
は
こ
こ
に
松
陰
及
び
兄
梅
太
郎
の
彦
介
へ

の
期
待
と
不
満
を
感
じ
る
︒

安
政
二
年
一
月
五
日
︑
彦
介
の
﹁
加
冠
﹂
の
儀
が
行
わ
れ
た
︵
42
︶

︒
松
陰
は
祝
い
と
し
て
︑﹁
今
日
よ
り
ぞ
幼
心
を
打
ち
捨
て
て
人
と
成
り

に
し
道
を
踏
め
か
し
︵
43
︶

﹂
と
詠
み
﹁
士
規
七
則
︵
44
︶

﹂
を
贈
っ
た
︒

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
﹁
生
徒
﹂・
テ
キ
ス
ト
考
︵
川
口
︶
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松
陰
は
﹁
士
規
七
則
﹂
の
冒
頭
に
読
書
︑
実
践
の
意
義
を
説
く
︒
そ
し
て
︑
第
一
則
に
﹁
人
の
人
た
る
所
以
﹂
と
し
て
﹁
忠
孝
﹂
を
︑

第
二
則
に
皇
国
＝
﹁
吾
が
宇
内
﹂
の
﹁
尊
き
所
以
﹂
と
し
て
﹁
万
葉
一
統
﹂
を
︑
第
三
則
に
松
陰
が
生
涯
武
士
の
﹁
生
﹂
の
意
義
と
し
た

﹁
義
﹂
の
意
味
を
︵
45
︶

︑
第
四
則
に
武
士
の
あ
る
べ
き
生
き
方
と
し
て
﹁
光
明
正
大
﹂︑
第
五
則
に
﹁
読
書
尚
友
﹂︑
第
六
則
に
﹁
交
友
﹂
を
︑

そ
し
て
︑
第
七
則
に
﹁
死
而
後
已
﹂
と
い
う
そ
れ
ら
の
継
続
︑
徹
底
の
意
義
を
説
い
て
い
る
︒
こ
れ
は
一
般
論
で
は
な
い
︒
彦
介
の
た
め

の
教
え
で
あ
る
︒
と
す
れ
ば
︑
こ
の
時
点
で
も
︑
松
陰
に
と
っ
て
彦
介
は
︑
読
書
の
要
か
ら
説
か
ね
ば
な
ら
な
い
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
る
︒

そ
の
後
︑
彦
介
は
安
政
二
年
一
月
二
十
日
か
ら
翌
︑
三
年
二
月
十
五
日
の
間
︑
父
玉
木
文
之
進
の
相
模
警
備
に
同
行
し
た
︒
出
発
に
際

し
︑
松
陰
は
﹁
従
弟
毅
甫
相
模
に
戌
せ
る
に
寄
す
︵
46
︶

﹂
と
題
し
た
漢
詩
を
寄
せ
︑﹁
喜
ぶ
子
が
武
技
を
習
ひ
︑
兼
ね
て
読
書
の
功
を
励
む
を
﹂

と
︑﹁
初
陣
﹂
に
際
し
﹁
武
技
﹂﹁
読
書
﹂
に
﹁
励
む
﹂
彦
介
を
褒
め
︑
ま
た
︑﹁
昔
賢
ま
た
人
の
み
︑
古
道
豈
に
窮
め
難
か
ら
ん
や
﹂
と
︑

﹁
昔
賢
﹂
も
我
々
と
同
じ
人
で
あ
る
︑
よ
っ
て
︑
お
前
も
日
夜
﹁
業
﹂
を
﹁
修
め
﹂︑﹁
古
道
﹂
を
﹁
窮
﹂
め
よ
︑
と
激
励
し
て
い
る
︒
ま
た
︑

翌
︑
三
年
二
月
の
帰
国
時
︑﹁
従
行
す
吾
が
阿
戌
︑
長
大
︑
力
鉤
を
舒
ぶ
︵
47
︶

﹂
と
詠
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
︑
松
陰
の
彦
介
の
成
長
を
願
う

思
い
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒

そ
の
後
︑
彦
介
に
つ
い
て
は
︑﹃
講
孟
劄
記
﹄
安
政
三
年
三
月
二
十
三
日
に
︑﹁
余
を
し
て
志
を
得
せ
し
め
ば
︑
朝
鮮
・
支
那
は
勿
論
︑

満
洲
・
蝦
夷
及
び
豪
斯
多
辣
理
を
定
め
︑
其
の
余
は
後
人
に
留
め
て
功
名
の
地
と
な
さ
し
め
ん
の
み
︑
如
何
如
何
と
︒
毅
甫
大
い
に
笑
ふ
︵
48
︶

﹂

と
あ
り
︑
同
年
五
月
十
四
日
に
は
︑﹁
今
世
学
問
を
す
る
者
己
れ
の
年
少
を
恃
み
︑
何
事
も
他
日
と
推
延
ぶ
る
者
あ
り
︑
殊
て
知
ら
ず
︑

人
生
一
世
間
︑
白
駒
の
隙
を
過
ぐ
る
が
如
し
︑
仮
令
百
年
の
命
を
全
く
す
と
も
︑
誠
に
暫
時
の
間
な
り
︒
況
や
五
七
十
な
ら
ず
し
て
死
す

る
者
世
に
は
甚
だ
多
し
︒
加
之
︑
朝
露
の
如
き
の
命
も
て
測
り
難
き
の
禍
災
患
難
を
待
つ
︑
実
に
一
日
も
覚
束
な
き
浮
世
に
て
︑
何
ぞ
他

日
他
年
に
推
延
べ
︑
寿
を
恃
み
て
疑
貳
猶
予
す
べ
け
ん
や
︒
時
に
在
座
の
人
︑
高
洲
生
瀧
之
允
︑
年
二
十
二
︑
佐
佐
木
生
梅
三
郎
︑
年
十
七
︑
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玉
木
生
彦
介
︑
年
十
六
︑
而
し
て
余
年
二
十
七
︒
故
に
是
れ
を
云
ひ
て
以
て
相
励
ま
す
︵
49
︶

﹂
と
の
記
録
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒
と
こ
ろ
が
︑

同
三
年
八
月
以
降
の
﹁
武
教
全
書
講
録
﹂
に
︑
松
陰
は
彦
介
の
こ
と
を
︑
次
の
様
に
記
し
て
い
る
︒

余
が
従
弟
毅
甫
漁
獵
を
好
み
︑
命
と
な
し
︑
風
雨
寒
暑
憚
る
所
な
し
︒
或
は
獲
物
な
く
し
て
徒
ら
に
還
る
と
も
敢
へ
て
悔
い
ず
︒
余

曾
て
戯
れ
て
云
は
く
︑﹁
清
人
の
詩
に
︑﹃
貪
り
て
水
に
臨
み
去
く
こ
と
を
為
し
︑
魚
を
得
て
帰
る
を
羨
ま
ず
﹄
と
は
足
下
の
謂
な
り
﹂

と
︒
毅
甫
悦
ば
ず
︒
因
つ
て
又
六
益
二
害
の
説
を
挙
げ
て
︑
獲
物
の
論
ず
る
に
足
ら
ざ
る
を
曉
す
︒
毅
甫
乃
ち
大
い
に
悦
ぶ
︵
50
︶

︒

こ
れ
よ
り
︑
彦
介
は
十
六
歳
に
な
っ
て
も
︑
依
然
︑﹁
漁
獵
﹂
を
﹁
命
﹂
と
す
る
青
年
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
︒
こ
こ
に
私
は
﹃
講

孟
劄
記
﹄
に
あ
る
︑
三
月
に
﹁
大
い
に
笑
﹂
っ
た
と
い
う
彦
介
と
五
月
に
﹁
寿
を
恃
み
て
疑
貳
猶
予
す
べ
け
ん
や
﹂
と
叱
咤
し
た
松
陰
に

距
離
を
感
じ
る
︒
彦
介
は
余
り
に
無
邪
気
に
過
ぎ
︑
一
方
︑
松
陰
は
真
剣
で
あ
っ
た
︒

で
は
︑
松
陰
は
こ
の
よ
う
な
彦
介
に
ど
の
よ
う
な
教
育
を
施
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒

安
政
三
年
八
︑
九
月
と
記
録
の
残
る
家
庭
教
育
﹃
武
教
小
学
﹄
会
後
︑
九
月
か
ら
十
一
月
の
間
は
全
て
個
人
教
育
で
あ
っ
た
︒
そ
れ
は
︑

九
月
の
﹃
蒙
求
﹄
会
︵
二
回
︶︑
十
︑
十
一
月
の
﹃
陳
龍
川
文
﹄
会
︵
七
回
︶
で
あ
る
︒

﹃
蒙
求
﹄
は
中
国
唐
代
の
児
童
用
教
科
書
で
あ
る
︒
そ
の
書
名
﹁
蒙
求
﹂
は
﹁﹃
易
﹄
の
蒙
掛
に

我

童
蒙
に
求
む
る
に
あ
ら
ず
︑
童

蒙

我
に
求
む
︒
︱
我
匪
レ

求
二

童
蒙
一︑
童
蒙
求
レ

我
︒
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
︒
道
と
い
う
も
の
は
︑
先
生
︵
我
︶
が
自
分
か
ら
出
か
け

て
い
っ
て
生
徒
︵
童
蒙
︶
に
教
え
る
も
の
で
は
な
く
︑
生
徒
︵
童
蒙
︶
の
方
か
ら
出
向
い
て
先
生
︵
我
︶
に
聞
く
の
が
妥
当
で
あ
る
︒︵
し

か
も
そ
の
態
度
た
る
や
︑
誠
意
の
あ
る
真
剣
さ
が
必
要
で
︑
二
度
も
三
度
も
聞
き
返
す
よ
う
で
は
︑
先
生
を
馬
鹿
に
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
自
分
自
身

を
汚
す
も
の
で
あ
り
︑
こ
の
よ
う
な
も
の
に
は
教
え
な
い
の
が
本
当
で
あ
る
︶
の
意
︒
こ
こ
か
ら
採
っ
て
名
づ
け
た
も
の
︵
51
︶

﹂
と
い
わ
れ
る
︒
ま
た
︑

内
容
は
﹁
童
蒙
の
求
め
に
応
じ
て
﹂︑﹁
四
字
句
﹂
で
﹁
忠
臣
孝
子
︑
公
正
廉
潔
の
士
を
歌
い
︑
大
学
者
︑
老
将
軍
︑
女
丈
夫
︑
良
妻
賢
母
﹂

な
ど
の
﹁
話
﹂
を
﹁
次
々
に
述
べ
﹂
た
も
の
で
あ
る
︒
つ
ま
り
︑﹁
中
国
に
お
け
る
五
百
六
七
十
人
の
興
味
あ
る
智
識
を
た
や
す
く
与
え

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
﹁
生
徒
﹂・
テ
キ
ス
ト
考
︵
川
口
︶
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て
く
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
︑
わ
が
国
で
は
王
朝
時
代
よ
り
明
治
末
ま
で
初
学
者
必
読
の
書
と
し
て
孝
経
・
論
語
と
と
も
に
必
ず
繙
か
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
︵
52
︶

﹂
と
い
わ
れ
る
︒
こ
れ
よ
り
︑
松
陰
が
﹃
蒙
求
﹄
を
テ
キ
ス
ト
と
し
た
こ
と
は
︑
学
問
の
心
構
え
・
厳
し
さ
︑
中
国
の
忠
臣

孝
子
烈
婦
に
関
す
る
基
礎
知
識
等
を
彦
介
に
修
得
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒

ま
た
︑
十
月
か
ら
の
﹃
陳
龍
川
文
﹄
は
陳
亮
︑
号
は
龍
川
の
﹃
陳
龍
川
文
抄
﹄
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
︒
朱
熹
の
論
敵
と
し
て
知
ら
れ
た

陳
亮
の
﹁
政
論
は
条
理
を
尽
し
︑
憂
国
の
熱
情
に
あ
ふ
れ
︐
日
本
で
も
江
戸
時
代
末
に
愛
読
さ
れ
﹂︑﹁
詞
で
は
豪
放
な
風
格
を
も
ち
︑
激

越
な
感
情
を
こ
め
た
作
が
多
い
︵
53
︶

﹂
と
評
さ
れ
て
い
る
︒
よ
っ
て
︑
こ
れ
は
彦
介
の
心
情
を
鼓
舞
す
る
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
︒

そ
の
後
︑
安
政
三
年
十
二
月
︑
松
陰
は
彦
介
を
﹃
日
本
外
史
﹄
会
・﹃
孝
経
﹄
会
へ
参
加
さ
せ
て
い
る
︒
こ
れ
は
内
容
は
い
う
ま
で
も
な

い
が
︑
榮
太
郎
・
增
野
ら
の
勉
強
振
り
を
見
せ
︑
彼
ら
︑
と
り
わ
け
榮
太
郎
か
ら
の
影
響
を
期
待
し
た
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒

し
か
し
︑
そ
の
一
方
で
︑
安
政
四
年
一
月
︑
松
陰
は
彦
介
に
個
人
教
育
を
行
っ
て
い
る
︒
方
孝
孺
の
﹃
方
正
学
文
粋
﹄
会
で
あ
る
︒
こ

れ
は
松
陰
が
生
涯
﹁
節
義
の
士
﹂
と
崇
拝
し
た
方
孝
孺
の
文
集
で
あ
る
︵
54
︶

︒
そ
こ
に
は
︑﹁
士
之
可
貴
者
︑
在
気
節
不
在
才
智
﹂
と
か
﹁
国

家
可
使
数
十
年
無
才
智
之
士
︑
而
不
可
一
日
無
気
節
之
臣
︵
55
︶

﹂
と
︑﹁
才
智
﹂
で
は
な
く
﹁
気
節
﹂
を
強
調
し
た
詩
が
見
ら
れ
る
︒
こ
れ
も
︑

彦
介
の
心
情
鼓
舞
が
目
的
と
思
わ
れ
る
︒
ま
た
︑
同
時
に
﹃
孟
子
﹄
会
へ
の
参
加
は
注
目
さ
れ
る
︒
こ
れ
も
︑
彦
介
の
﹁
気
節
﹂・﹁
義
﹂

の
理
解
を
深
め
る
の
が
目
的
だ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒

以
上
︑
松
陰
が
手
を
変
え
品
を
変
え
︑
彦
介
の
学
問
へ
の
関
心
︑
学
習
意
欲
喚
起
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
︒

後
︑
元
治
元
年
︵
一
八
六
四
︶
十
一
月
︑
彦
介
は
﹁
御
楯
隊
に
入
﹂
り
︑
後
︑﹁
慶
応
元
年
高
杉
晉
作
・
山
縣
狂
介
等
の
藩
論
統
一
運

動
起
る
や
こ
れ
に
加
は
り
︑
そ
の
正
月
十
六
日
美
禰
郡
繪
堂
︵
い
ま
美
東
町
︶
に
恭
順
派
と
戦
ふ
︒
重
傷
を
負
ひ
海
禪
寺
に
還
り
て
歿
す
︒

同
月
二
十
日
な
り
︒
享
年
二
十
五
︒
明
治
三
十
五
年
正
五
位
を
贈
ら
る
︵
56
︶

﹂
と
の
人
生
を
生
き
た
︒
こ
れ
を
見
れ
ば
︑
彦
介
は
そ
れ
な
り
に

松
陰
の
教
育
に
﹁
応
え
た
﹂
こ
と
が
分
か
る
︒

― 20―



︵
四
︶
岡
部
繁
之
助

表
5
は
岡
部
繁
之
助
に
対
す
る
教
育
記
録
で
あ
る
︒

岡
部
繁
之
助
は
天
保
十
三
年
︑
萩
藩
士
岡
部
藤
吾
の

次
男
と
し
て
萩
に
生
ま
れ
た
︒
母
は
松
陰
の
畏
友
來
原

良
藏
の
姉
﹁
阿
喜
久
︵
57
︶

﹂
で
︑﹁
関
係
人
物
略
伝
﹂
が
﹁
安

政
三
年
八
月
松
陰
に
兵
学
入
門
の
起
請
を
な
し
︑
十
二

月
一
日
幽
室
に
松
陰
を
訪
ひ
て
引
続
き
教
を
受
け
︑
安

政
五
六
年
の
交
︑
兄
弟
共
に
松
陰
を
援
け
た
り
︒
松
陰

は
﹃
子
楫
の
母
賢
に
し
て
弟
は
友
な
り
︑
以
て
家
を
託

す
る
に
足
る
﹄
と
賞
せ
り
︒
六
年
五
月
松
陰
東
行
の
際

送
別
の
詩
を
賦
す
︒
松
陰
こ
れ
を
見
て
︑﹃
こ
の
人
吾

れ
嘗
て
友
弟
を
以
て
こ
れ
を
目
す
︒
淸
太
︿
外
弟
久
保

淸
太
郎
﹀
も
亦
以
て
然
り
と
な
す
︑
愛
す
べ
き
な
り
﹄
と
評
せ
り
︒
以
て
親
密
の
度
を
察
す
べ
し
︵
58
︶

﹂
と
評
す
人
物
で
あ
る
︒
ま
た
︑
こ
こ

に
あ
る
よ
う
に
︑
二
歳
年
長
の
兄
富
太
郎
子
楫
は
安
政
四
年
に
松
陰
の
﹁
門
下
生
﹂
と
な
っ
た
︒

繁
之
助
の
兄
岡
部
富
太
郎
に
つ
い
て
︑﹁
関
係
人
物
略
伝
﹂
に
﹁
松
陰
の
友
來
原
良
三
の
甥
な
り
︒
幼
よ
り
良
藏
・
土
屋
蕭
海
等
に
学

び
又
明
倫
館
に
て
文
武
を
兼
修
す
︵
59
︶

﹂
と
あ
る
︒
こ
の
よ
う
な
家
庭
環
境
で
あ
れ
ば
︑
繁
之
助
も
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
教
育
歴
を
有
し
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
︒

こ
の
繁
之
助
に
︑
松
陰
は
十
二
月
十
日
午
前
︑
個
人
教
育
で
﹃
父
師
善
誘
法
﹄
会
︵
十
八
日
ま
で
に
計
四
回
︶
を
行
い
︑
午
後
︑
す
で
に

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
﹁
生
徒
﹂・
テ
キ
ス
ト
考
︵
川
口
︶

― 21 ―

表５ 岡部繁之助教育記録

和 書 漢籍

年 月

日
本
外
史

武
教
小
学

周
南
の
文

兵
要
録

新
策
精
里
三
集
計

父
師
善
誘
法

孟
子
禹
貢
論
語
序

中
庸
計

不
明
計

安政 3 8

9

10

11

12 8 1 9 4 4 13

安政 4 1 8 2 10 5 3 8 1 19

2 1 1 2 2 3

3

4

5 1 1 1

6 1 1 1

7 1 1 1

8 1 1 1

9

10

11

計 16 2 1 1 1 2 23 4 5 3 1 2 15 1 39



十
二
月
二
日
よ
り
榮
太
郎
・
增
野
と
行
っ
て
い
た
﹃
日
本
外
史
﹄
会
︵
八
回
︶︑
に
参
加
さ
せ
て
い
る
︒
ま
た
︑
十
二
月
十
九
日
に
は
個

人
教
育
﹃
兵
要
録
﹄
会
︵
一
回
︶
を
行
っ
て
い
る
︒

松
陰
が
来
室
し
た
繁
之
助
を
い
き
な
り
︑﹁
尊
王
﹂
を
説
く
﹃
日
本
外
史
﹄
会
に
参
加
さ
せ
た
の
は
︑﹁
尊
王
﹂
の
理
論
武
装
・
強
化
が

目
的
で
あ
ろ
う
︒
松
陰
が
岡
部
の
基
礎
学
力
・
思
想
的
ベ
ク
ト
ル
を
認
め
て
い
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
︒

で
は
︑﹃
父
師
善
誘
法
﹄
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
︒
こ
の
書
は
︑
清
朝
の
唐
彪
︵
一
六
四
〇

−

一
七
一
三
︶
の
手
に
な
る
教
育
書
で
︑﹁
上
巻

は
教
師
論
﹂︑﹁
下
巻
は
教
授
法
︵
60
︶

﹂
で
あ
る
︒
松
陰
は
何
故
こ
ん
な
本
を
テ
キ
ス
ト
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒
廣
瀨
豐
は
︑﹁
私
は
か
ね
て

松
陰
は
教
育
の
事
に
始
終
注
意
し
︑
其
方
面
の
書
籍
を
沢
山
読
ん
だ
ら
し
く
想
像
し
て
居
つ
た
﹂
と
し
て
︑
そ
の
理
由
を
﹁
教
育
は
実
に

儒
教
の
最
大
事
で
あ
り
︑
又
社
会
改
革
者
の
首
要
な
着
眼
点
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
︑
松
陰
自
身
が
目
下
教
育
者
と
し
て
の
心
得
の
た
め

と
︑
門
弟
に
教
育
其
物
を
教
ふ
る
た
め
で
あ
つ
た
と
思
ふ
︒
寺
小
屋

（
マ
マ
）

教
育
の
門
弟
は
習
ふ
と
同
時
に
︑
教
ふ
る
教
師
で
あ
る
し
︑
子
弟
た

る
自
分
等
は
早
晩
父
と
し
て
又
兄
と
し
て
︑
子
弟
教
育
に
従
事
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
﹂
と
述
べ
︑﹃
父
師
善
誘
法
﹄
を
テ
キ

ス
ト
と
し
た
理
由
を
︑﹁
然
し
な
が
ら
岡
部
氏
が
始
め
て
来
た
時
に
此
本
を
教
へ
た
と
い
ふ
の
は
︑
矢
張
り
生
徒
の
学
習
上
の
為
に
と
︑

文
章
が
平
易
で
あ
る
事
か
ら
思
ひ
つ
い
た
事
で
あ
ら
う
︵
61
︶

﹂
と
推
測
し
て
い
る
︒

私
は
以
下
の
二
点
で
︑
こ
の
廣
瀨
の
い
う
理
由
に
疑
問
を
も
っ
て
い
る
︒
そ
れ
は
︑
一
︑
表
6
に
あ
る
よ
う
に
︑
安
政
三
年
十
二
月
の

来
室
・
受
講
者
は
增
野
德
民
︑
吉
田
榮
太
郎
︑
玉
木
彦
介
︑
そ
し
て
︑
岡
部
の
四
名
で
あ
る
︒
廣
瀨
の
い
う
よ
う
に
︑﹃
父
師
善
誘
法
﹄

の
﹁
文
章
が
平
易
﹂
だ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
︑
こ
の
月
︑
初
学
者
向
け
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
﹃
孝
経
﹄
の
会
に
参
加
さ
せ
た
增
野
・
榮
太
郎
・

彦
介
も
﹃
父
師
善
誘
法
﹄
会
に
参
加
さ
せ
た
は
ず
で
あ
る
︒
二
︑﹃
父
師
善
誘
法
﹄
が
﹁
学
習
上
の
た
め
﹂
に
有
益
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
れ
ば
︑

こ
の
四
名
の
学
力
・
学
習
意
欲
な
ど
を
考
え
れ
ば
︑
最
も
教
え
る
べ
き
﹁
生
徒
﹂
は
彦
介
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
そ
の
形
跡
は

な
い
︒
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で
は
︑
松
陰
は
繁
之
助
に
何
故
︑
そ
れ
も
い
き
な
り
﹃
父
師
善
誘
法
﹄
を
教
え
た
の

で
あ
ろ
う
か
︒
考
え
ら
れ
る
理
由
が
一
つ
あ
る
︒
そ
れ
は
︑
繁
之
助
の
学
力
︑
思
想
的

ベ
ク
ト
ル
︑﹁
弟
友
﹂
な
る
性
格
︵
62
︶

な
ど
か
ら
︑
松
陰
が
繁
之
助
を
従
弟
玉
木
彦
介
の
カ
ッ

プ
リ
ン
グ
相
手
に
し
よ
う
と
考
え
︑
そ
の
事
前
教
育
と
し
て
教
師
論
・
教
授
法
な
ど
を

教
え
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
︵
63
︶

︒

﹁
関
係
人
物
略
伝
﹂
は
後
の
繁
之
助
の
こ
と
を
﹁
松
陰
の
没
後
国
事
に
奔
走
し
︑
文

久
二
年
十
月
京
都
に
於
け
る
松
陰
の
慰
霊
祭
に
列
す
︒
元
治
元
年
藩
世
子
近
侍
と
し
て

機
密
に
参
与
し
︑
命
に
依
り
亡
命
せ
る
高
杉
東
行
を
京
都
よ
り
連
戻
し
た
る
は
こ
の
人

等
な
り
︵
64
︶

﹂
と
記
し
て
い
る
︒
松
陰
の
願
っ
た
通
り
︑
否
︑
そ
れ
以
上
に
繁
之
助
は
育
ち
︑

﹁
志
士
﹂
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
が
分
か
る
︒

︵
五
︶
佐
々
木
梅
三
郎

表
7
は
佐
々
木
梅
三
郎
に
対
す
る
教
育
記
録
で
あ
る
︒

佐
々
木
梅
三
郎
は
龜
之
助
・
謙
藏
の
弟
で
天
保
十
一
年
生
ま
れ
︒﹁
安
政
二
年
末
松

陰
が
幽
室
に
於
て
父
兄
親
戚
に
孟
子
の
講
義
を
な
せ
る
以
来
の
門
人
に
し
て
︑
安
政
五

年
に
も
松
下
村
塾
に
あ
り
︵
65
︶

﹂
と
い
わ
れ
る
人
物
で
あ
る
︒

安
政
三
年
八
月
か
ら
の
﹃
武
教
小
学
﹄
会
に
参
加
し
て
い
た
十
七
歳
の
梅
三
郎
に
対
し
︑
松
陰
は
十
月
よ
り
翌
︑
四
年
六
月
に
か
け
︑

計
十
五
回
︑
個
人
教
育
で
﹃
陰
徳
太
平
記
﹄
会
を
行
っ
て
い
る
︒﹃
陰
徳
太
平
記
﹄
は
上
述
し
た
よ
う
に
︑
萩
藩
祖
﹁
毛
利
元
就
︵
洞
春
公
︶

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
﹁
生
徒
﹂・
テ
キ
ス
ト
考
︵
川
口
︶
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表６ 安政三年十二月 丙辰日記にみる教授状況

日
本
外
史

兵
要
録

農
家
益

父
師
善
誘
法

晉
語

國
語

孝
経

唐
鑑

左
伝
百
合
之
助

名
臣
言
行
録

計

1 吉田榮太郎 12 1 4 1 2 20

2 增野德民 12 1 4 1 2 20

3 玉木彦介 1 1 2

4 岡部繁之助 8 1 4 13

5 杉百合之助 0(6) 0(6)

6 杉梅太郎 0(1) 0(1) 0(2)

計 33 1 0(1) 4 2 8 3 4 0(6) 0(1) 55(8)



を
理
想
的
人
物
と
し
て
描
い
た
軍
記
で
﹂︑﹁
文
体
は
混
淆
文
で
︑
難
字
や
人
名
に
は
ル
ビ
が
付
し
て
あ
り
︑
初
学
者
に
適
し
た
テ
キ
ス
ト
﹂

と
い
わ
れ
︑
松
陰
も
﹁
大
い
に
幼
学
に
便
な
り
﹂
と
評
し
た
書
籍
で
あ
る
︒

後
︑
安
政
五
年
二
月
︑
松
陰
は
佐
々
木
謙
藏
・
岡
部
富
太
郎
・
中
谷
茂
十
郎
に
あ
て
た
書
中
に
︑﹁
書
を
読
む
こ
と
専
精
な
る
と
き
は
︑

積
み
て
文
弱
委
靡
の
風
を
為
し
︑
其
の
諸
生
を
害
す
る
こ
と
浅
鮮
な
ら
ず
︒
足
下
三
生
の
傍
ら
撃
剣
を
修
む
る
は
︑
以
て
其
の
弊
を
救
ふ

に
足
る
か
﹂
と
し
て
﹁
諸
生
中
熱
中
撃
剣
す
る
者
︵
66
︶

﹂
の
名
前
を
記
し
て
い
る
︒
そ
の
中
に
梅
三
郎
の
名
前
も
あ
る
︒
こ
れ
よ
り
︑
梅
三
郎

は
﹁
準
銃
撃
剣
の
方
面
に
於
て
塾
生
を
誘
掖
せ
り
︵
67
︶

﹂
と
い
わ
れ
た
次
兄
謙
藏
に
従
い
︑
撃
剣
に
熱
中
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
︒
よ
っ
て
︑

長
兄
龜
之
助
に
比
し
梅
三
郎
は
学
力
に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
が
原
因
か
と
思
わ
れ
る
︒

ま
た
︑
松
陰
は
安
政
四
年
一
月
に
は
﹃
坤
輿
図

識
﹄
会
に
七
回
参
加
さ
せ
て
い
る
︒
﹃
坤
輿
図
識
﹄

は
地
理
誌
で
は
あ
る
が
︑
地
理
的
事
項
の
他
︑﹁
各

国
の
歴
史
的
人
物
﹂︑﹁
歴
山
王

ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル

﹂﹁
亜ア

理リ

斯ス

得ト
テ

列レ

氏ス

﹂

﹁
伯
徳
琭

ピ
ョ
ー
ト
ル

﹂﹁
那
波
列
翁

ナ

ポ

レ

オ

ン

﹂
な
ど
の
﹁
略
伝
︵
68
︶

﹂
が
あ

り
︑
あ
る
い
は
こ
れ
を
学
ば
せ
る
こ
と
が
目
的

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒

佐
々
木
梅
三
郎
に
つ
い
て
﹁
関
係
人
物
略
伝
﹂

は
﹁
そ
の
後
国
事
に
活
動
せ
る
も
の
の
如
き
も
詳

細
は
明
か
な
ら
ず
︵
69
︶

﹂
と
記
す
の
み
で
あ
る
︒
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表７ 佐々木梅三郎教育記録

和 書 漢籍

年 月

武
教
小
学

日
本
外
史

陰
徳
太
平
記

坤
輿
図
識

坤
輿
図
識

長
井
記

女
誡
訳
述

吉
田
物
語
附
尾

計

礼
記
孟
子

計 合
計

安政 3 8 1 1 1

9 2 2 2

10 8 8 1 1 9

11 3 3 3

12

安政 4 1 1 6 1 8 1 1 9

2 2 2 2

3 1 1 1

4

5 1 1 1

6 1 1 1 3 3

7

8

9

10

11

計 3 1 15 6 1 1 1 1 29 1 1 2 31



お

わ

り

に

以
上
よ
り
以
下
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
︒

一
︑
松
陰
の
教
育
目
的
は
終
始
一
貫
同
志
・
シ
ン
パ
サ
イ
ザ
ー
の
養
成
・
獲
得
で
あ
る
︒
そ
の
た
め
︑
松
陰
は
来
室
者
に
対
し
︑
学
力
︑

学
習
意
欲
︑
学
習
目
的
︑
被
教
育
歴
︑
性
格
︑
家
庭
環
境
︵
兄
弟
・
親
の
職
業
を
継
ぐ
必
要
の
有
無
︶︑
尊
王
・
攘
夷
思
想
の
有
無
・
濃
淡
︑

癸
丑
甲
寅
の
﹁
米
国
艦
隊
来
航
﹂
衝
撃
体
験
の
有
無
・
濃
淡
︵
我
が
国
の
危
機
感
を
自
分
の
も
の
と
し
て
経
験
し
た
か
否
か
︶︑﹁
他
国
﹂
体

験
の
有
無
・
濃
淡
︹
井
蛙
意
識
か
ら
の
脱
却
＝
萩
藩
で
は
な
く
日
本
国
の
自
覚
︺
な
ど
の
観
点
か
ら
︑﹁
生
徒
﹂
理
解
を
実
施
し
た
︒

二
︑
そ
れ
に
基
づ
き
︑
松
陰
は
﹁
尊
王
攘
夷
﹂
思
想
を
も
つ
同
志
・
シ
ン
パ
サ
イ
ザ
ー
養
成
と
い
う
最
終
目
的
に
向
け
︑﹁
生
徒
﹂
毎
に
﹁
生

徒
﹂
の
成
長
に
合
わ
せ
た
系
統
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
準
備
し
︑
継
続
的
に
参
加
す
べ
き
勉
強
会
を
指
定
し
た
︒

三
︑
松
陰
は
集
団
教
育
の
教
育
的
意
義
を
理
解
し
て
お
り
︑
勉
強
会
に
お
け
る
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
・
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
な
ど
を
行
っ
た
︒
カ
ッ

プ
リ
ン
グ
は
增
野
に
対
す
る
吉
田
榮
太
郎
︑玉
木
彦
介
に
対
す
る
岡
部
繁
之
助
で
あ
る
︒
こ
れ
は
基
礎
教
育
と
い
う
意
味
が
強
か
っ
た
︒

一
方
︑
グ
ル
ー
プ
教
育
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
は
︑
基
礎
学
力
・
思
想
的
ベ
ク
ト
ル
が
確
か
で
︑
同
時
に
︑
嘉
永
六
年
の
米
国
艦
隊
来
航

時
︑
江
戸
で
そ
の
衝
撃
を
直
接
経
験
し
︑
そ
の
後
︑﹁
萩
と
江
戸
﹂
の
﹁
往
復
﹂
を
﹁
数
度
﹂
経
験
し
た
と
い
う
社
会
経
験
︑
人
生
経

験
共
に
豊
富
な
吉
田
榮
太
郎
で
あ
る
︒
榮
太
郎
は
将
に
幽
囚
室
教
育
の
お
け
る
精
神
的
・
学
問
的
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
︒
松
陰
は
他
の

﹁
生
徒
﹂
が
榮
太
郎
に
学
ぶ
こ
と
を
期
待
し
た
の
で
あ
ろ
う
︒
こ
の
意
味
で
は
︑
松
陰
が
一
番
﹁
生
徒
﹂
に
語
り
た
い
﹁
尊
王
攘
夷
﹂

思
想
を
︑
同
じ
﹁
生
徒
﹂
と
い
う
立
場
に
あ
る
榮
太
郎
か
ら
他
の
﹁
生
徒
﹂
に
直
接
語
ら
せ
た
こ
と
は
感
嘆
の
他
な
い
︒
松
陰
は
経
験

か
ら
︑
そ
の
教
育
的
効
果
の
大
き
さ
を
知
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒

四
︑
松
陰
は
学
力
・
学
習
意
欲
・
思
想
的
に
問
題
の
あ
る
﹁
生
徒
﹂
に
対
し
て
は
︑
表
8
に
あ
る
よ
う
に
個
人
教
育
を
行
っ
た
︒

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
﹁
生
徒
﹂・
テ
キ
ス
ト
考
︵
川
口
︶
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山賀生 大賀春哉 國司仙吉 髙橋藤之進 土屋恭平 中谷茂十郎カ 冷泉雅二郎 提山 佐世八十郎 計 総計

0 0

１新論 1 5

30 44

3 8

5 5

１医学の要 ３礼記 4 10

１礼記 4 7

0 1

1 1

１唐宋八家

文大蘇
1 3

0 0

2 5

1 1

１陳龍川文抄 1 1

0 0

１古文所見集 1 1

１白石遺文 １日本政記 １楊升菴文集 3 3

1 1 4 1 1 1 1 1 1 57 95

1 3 5 1 1 1 1 1 1

100 33.3 80 100 100 100 100 100 100



吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
﹁
生
徒
﹂・
テ
キ
ス
ト
考
︵
川
口
︶
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年 月
玉木彦介 佐々木梅三郎 佐々木謙藏 高須瀧之允 倉橋直之助 計 增野德民 吉田榮太郎 岡部繁之助

安政３ 8

1 9 ２蒙求 ２陰徳太平記 4

10
５陳龍川

文抄
８陰徳太平記 １礼記 14

30春秋左

氏伝

11
２陳龍川

文抄
３陰徳太平記 5

３春秋左

氏伝

12
１兵要録・

４父師善誘法

安政４ 1
５方正学

文粋
１坤輿図識 6

2
１方正学

文粋
２陰徳太平記 3 １周南の文 ２中庸

0 3 １陰徳太平記 1

4 １茶山詩

5
１山陽詩

抄
１長井記 2

閏５

6

１陰徳太平

記・１吉田物

語附尾

1懲毖録 3
１詩経品

物図攷
１精里三集

7 １精里三集

8

9

10

11

計 16 18 1 2 1 38 34 2 9

個人の

全受講数
46 31 11 3 4 118 82 39

個人教育

受講率％
34.8 58.1 9.1 66.7 25 28.8 2.4 23.1

表８ 個人教育記録



こ
れ
よ
り
︑
個
人
教
育
は
增
野
德
民
︵
個
人
教
育
述
べ
三
四
回
／
参
加
勉
強
会
述
べ
一
一
八
回
︑
個
人
教
育
率
二
八
・
八
％
︑
以
下
︒
三
四
／

一
一
八
︑
二
八
・
八
と
略
記
す
る
︒
︶︑
吉
田
榮
太
郎
︵
二
／
八
二
︑
二
・
四
︶︑
玉
木
彦
介
︵
一
六
／
四
六
︑
三
四
・
八
︶
︑
岡
部
繁
之
助
︵
九
／

三
九
︑
二
三
・
一
︶︑
佐
々
木
梅
三
郎
︵
一
八
／
三
一
︑
五
八
・
一
︶
で
あ
っ
た
︒
佐
々
木
梅
三
郎
︑
玉
木
彦
介
へ
の
個
人
教
育
率
が
高
か
っ

た
こ
と
が
分
か
る
︒
增
野
德
民
は
来
室
時
の
安
政
三
年
十
月
︑
十
一
月
に
集
中
し
て
い
る
︒
一
方
︑
吉
田
榮
太
郎
に
対
し
て
は
わ
ず
か
二

回
で
し
か
な
い
︒

佐
々
木
梅
三
郎
及
び
玉
木
彦
介
へ
の
そ
れ
は
︑
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
の
内
容
よ
り
︑
学
力
・
学
習
意
欲
・
尊
王
思
想
な
ど
の
強
化
が
目

的
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
︒
そ
の
意
味
で
︑
安
政
四
年
六
月
ま
で
佐
々
木
梅
三
郎
へ
の
個
人
教
育
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
は
︑
松
陰
が

依
然
そ
の
必
要
を
感
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
︒
松
陰
が
各
﹁
生
徒
﹂
の
成
長
に
配
慮
し
な
が
ら
︑
教
育
を
進
め
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
︒

以
上
︑
安
政
三
年
八
月
か
ら
翌
︑
四
年
十
一
月
ま
で
の
幽
囚
室
教
育
を
論
考
し
た
︒
こ
れ
は
終
始
一
貫
同
志
・
シ
ン
パ
サ
イ
ザ
ー
養
成

が
目
的
で
あ
っ
た
と
み
て
い
い
︵
70
︶

︒

し
か
し
︑
そ
う
で
あ
れ
ば
︑
実
に
不
思
議
な
こ
と
が
あ
る
︒
そ
れ
は
︑
安
政
三
年
八
月
か
ら
安
政
四
年
十
一
月
迄
の
幽
囚
室
に
お
け
る

読
書
・
教
育
に
関
す
る
史
料
で
あ
る
﹁
野
山
獄
読
書
記
﹂・﹁
丁
巳
日
乗
﹂
に
︑
安
政
三
年
五
︑
六
月
頃
︑﹁
儻
使
方
今
如
弘
安
︑
彼
請
互
市
︑

我
対
曰
︑
国
法
有
禁
︑
彼
強
之
則
宜
斬
其
使
︵
71
︶

﹂
と
の
手
紙
を
寄
せ
な
が
ら
も
︑﹁
幽
室
に
於
て
親
し
く
教
を
受
く
る
に
至
り
し
は
︑
翌
年

の
こ
と
な
る
べ
し
︵
72
︶

﹂
と
い
わ
れ
る
久
坂
玄
瑞
及
び
﹁
安
政
四
年
十
九
歳
の
夏
秋
の
間
松
下
村
塾
に
入
門
︵
73
︶

﹂
し
た
と
さ
れ
る
高
杉
晉
作
の
学

習
・
教
育
記
録
が
全
く
な
い
こ
と
で
あ
る
︒
ま
た
︑﹁
安
政
三
年
末
松
陰
を
幽
室
に
訪
ひ
て
詩
を
問
ひ
︑
爾
来
そ
の
教
を
受
け
︑
又
次
々

に
来
れ
る
俊
英
と
交
り
︑
遂
に
尊
皇
愛
国
の
人
と
な
り
﹂︑﹁
增
野
德
民
・
吉
田
榮
太
郎
と
共
に
松
陰
の
主
宰
す
る
松
下
村
塾
に
基
礎
を
置

け
る
功
労
者
な
り
︵
74
︶

﹂
と
称
さ
れ
る
松
浦
龜
太
郎
知
新
松
洞
の
学
習
・
教
育
状
況
な
ど
を
語
る
史
料
が
﹁
野
山
獄
読
書
記
﹂
安
政
四
年
三
月

の
条
の
﹁
一
︑
朱
竹
坨
文
粋
五

六

德
・
榮
・
龜
と
与
に
︵
中
略
︶
一
︑
詩
経
集
伝
八
冊
一

龜
・
德
・
榮
の
為
め
に
︵
75
︶

﹂︑﹁
丁
巳
詩
稿
﹂
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同
三
月
の
条
の
﹁
三
月
念
三
夜
︑
孟
子
会
の
後
︑
知
新
・
榮
太
・
德
民
と
春
夜
小
集
を
賦
し
︑
題
を
分
ち
韵
と
為
す
︵
76
︶

﹂
︑
ま
た
︑﹁
丁
巳
日

乗
﹂
同
年
八
月
十
五
日
の
条
の
﹁
松
洞
を
飲
餞
す
︵
77
︶

﹂
し
か
見
当
た
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
︒

こ
の
理
由
に
つ
い
て
は
︑
安
政
四
年
以
降
︑
来
室
者
の
増
加
に
伴
い
︑
松
陰
が
多
忙
と
な
っ
た
か
ら
と
か
︑
記
録
を
残
す
こ
と
を
憚
ら

れ
る
内
容
の
教
育
を
し
て
い
た
か
ら
と
か
︑
と
り
わ
け
﹁
詩
を
問
﹂
う
松
浦
は
松
陰
の
教
育
目
的
か
ら
す
れ
ば
特
殊
な
来
室
者
で
あ
っ
た

か
ら
な
ど
色
々
と
臆
測
す
る
こ
と
は
で
き
る
︵
78
︶

︒

そ
こ
で
︑
私
は
次
に
﹁
野
山
獄
読
書
記
﹂
や
﹁
丁
巳
日
乗
﹂
な
ど
松
陰
が
残
し
た
も
の
に
は
︑
久
坂
玄
瑞
・
高
杉
晉
作
の
学
習
・
教
育

記
録
が
な
ぜ
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
や
增
野
德
民
の
記
録
が
少
な
い
と
い
う
問
題
を
考
え
た
い
︒
そ
れ
は
︑
幽
囚
室
教
育
と
松
下
村
塾
教

育
に
連
続
性
は
あ
っ
た
の
か
否
か
︒
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
レ
ベ
ル
︑
つ
ま
り
︑
寺
子
屋
だ
っ
た
の
か
私
塾
か
︒
そ
れ
と
も
︑﹁
教
育
﹂
機
関

で
は
な
く
︑
当
初
か
ら
政
治
集
団
だ
っ
た
の
か
︒
松
陰
は
幽
囚
室
と
松
下
村
塾
に
お
け
る
教
育
を
ど
う
認
識
し
て
い
た
の
か
︵
79
︶

︒
こ
の
よ
う

な
疑
問
を
解
明
す
る
た
め
の
第
一
歩
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
︒

﹁
小
生
住
居
は
萩
の
東
隅
に
て
松
本
と
申
す
所
に
て
︑
同
志
の
会
所
を
松
下
村
塾
と
申
し
候
︵
80
︶

﹂
と
は
︑
安
政
六
年
九
月
十
一
日
︑
松
陰

か
ら
同
囚
堀
江
克
之
助
宛
書
簡
の
一
節
で
あ
る
︒
松
陰
が
こ
の
時
点
で
松
下
村
塾
を
﹁
同
志
の
会
所
﹂
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
だ
け
は
ま

ち
が
い
な
い
︒

註

︵
1
︶﹁
葉
山
左
内
宛
﹂︵
山
口
県
教
育
会
編
﹃
吉
田
松
陰
全
集
﹄
大
和
書
房
︑
昭
和
四
十
七
年
︑
七
巻
︑
六
五
頁
︶︒
以
下
︑
同
全
集
か
ら
の
引
用
は
︑﹁
葉

山
左
内
宛
﹂
︵
﹃
全
集
﹄
七
巻
︑
六
五
頁
︶︒
と
略
記
す
る
︒
な
お
︑
松
陰
は
嘉
永
四
年
七
月
五
日
の
こ
の
書
簡
に
﹁
都
下
の
大
家
は
四
方
よ
り
生
徒
余

分
会
聚
﹂
︵
﹁
葉
山
左
内
宛
﹂﹃
全
集
﹄
七
巻
︑
六
五
頁
︒︶
と
記
し
て
お
り
︑
以
後
﹁
生
徒
﹂
と
い
う
用
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒
安
政
二
年
四
月

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
﹁
生
徒
﹂・
テ
キ
ス
ト
考
︵
川
口
︶

― 29―



八
日
﹁
学
中
の
生
徒
才
あ
り
識
あ
る
者
を
糾
め
て
﹂︵﹁
中
村
道
太
郎
に
与
ふ
る
書
﹂﹃
全
集
﹄
二
巻
︑
三
一
八
頁
︒︶
︑
同
四
年
九
月
十
日
﹁
頃
ろ
又
事

に
因
り
煙
管
を
折
り
去
り
し
四
生
徒
あ
り
﹂︵﹁
月
性
宛
﹂﹃
全
集
﹄
七
巻
︑
五
〇
二
頁
︒
︶︑
そ
し
て
︑
同
五
年
三
月
下
旬
の
﹁
外
弟
久
保
清
太
︑
夙
に

育
材
の
志
を
抱
き
︑
二
三
の
友
と
謀
り
︑
富
永
有
隣
を
獄
よ
り
抜
き
︑
又
松
下
塾
を
増
廓
し
て
︑
以
て
邑
人
を
教
ふ
︒
其
の
志
甚
だ
鋭
に
し
て
︑
生

徒
日
に
集
ま
る
﹂︵﹁
久
保
淸
太
・
富
永
有
隣
及
び
村
塾
諸
子
︑
荻
野
時
行
と
同
じ
く
嵩
佐
に
遊
ぶ
を
送
る
敍
﹂﹃
全
集
﹄
四
巻
︑
三
二
三
頁
︒
︶
等
で

あ
る
︒

︵
2
︶
拙
稿
﹁
吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
月
毎
変
遷
考
﹂︵
皇
學
館
大
學
人
文
學
會
編
﹃
皇
學
館
論
叢
﹄
第
五
十
四
巻
︑
第
三
号
︑
令
和
三
年
十

月
︑
三
〇

−

八
二
頁
︶
参
照
︒

︵
3
︶
福
本
義
亮
﹃
吉
田
松
陰
の
殉
国
教
育
﹄
誠
文
堂
︑
昭
和
八
年
︑
六
四
三
頁
︒
增
野
德
民
の
研
究
家
友
定
英
章
氏
に
よ
れ
ば
︑﹁
字
﹂
の
﹁
今
中
﹂
は

﹁
今
市
﹂
︑
父
の
名
前
﹁
良
庵
﹂
は
﹁
謙
敬
﹂﹁
寛
道
幼
名
泰
輔
後
号
俊
哲
又
称
慮
安
﹂
の
ま
ち
が
い
︑
ま
た
︑
增
野
家
は
勘
場
医
と
の
こ
と
で
あ
る
︒

︵
4
︶
﹁
関
係
人
物
略
伝

增
野
德
民
﹂︵﹃
全
集
﹄
十
巻
︑
五
九
五
頁
︶︒

︵
5
︶
﹁
丙
辰
日
記
﹂︵﹃
全
集
﹄
九
巻
︑
四
七
九
頁
︶︒

︵
6
︶
弘
中
道
順
﹁
松
陰
門
下
の
増
野

（
マ
マ
）

德
民
﹂︵
郷
土
岩
国
史
談
会
編
﹃
山
代
文
化
﹄
郷
土
岩
国
史
談
会
︑
昭
和
二
十
四
年
︑
九
頁
︶︒
こ
れ
に
よ
れ
ば
︑

增
野
の
兄
弟
は
妹
﹁
波
奈
﹂
の
み
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
︒

︵
7
︶
安
政
四
年
八
月
︑
松
陰
は
幽
囚
室
教
育
時
代
を
回
顧
し
た
中
で
︑﹁
德
民
は
縝
密
に
し
て
書
を
読
み
︑
精
苦
人
に
絶
す
︑
一
歳
の
間
︑
其
の
鈔
し
且

つ
録
す
る
所
︑
裒
然
と
し
て
数
大
冊
を
成
す
︒
而
も
其
の
務
む
る
所
︑
家
業
を
離
れ
ず
︑
末
枝
に
痼
せ
ず
︒
衆
方
に
喧
豗
叫
囂
し
て
︑
天
下
の
大
計

を
論
ず
れ
ど
も
︑
徳
民
は
則
ち
退
坐
し
て
燈
を
剔
り
吃
々
と
し
て
読
抄
し
︑
衆
倦
み
且
つ
臥
す
と
雖
も
︑
而
も
廃
せ
ざ
る
な
り
︒
而
し
て
其
の
事
に

臨
む
に
当
り
て
は
則
ち
激
論
抗
議
し
︑
未
だ
嘗
て
少
し
も
屈
せ
ず
﹂︵﹁
乾
︑
字
は
無
咎
の
説
﹂︵﹃
全
集
﹄
四
巻
︑
一
一
五
頁
︒
︶
と
記
し
て
い
る
︒

︵
8
︶
增
野
に
つ
い
て
は
︑﹁
悧
巧
な
た
ち
で
あ
つ
て
常
に
先
生
の
髪
を
結
び
或
は
衣
類
の
始
末
な
ど
を
す
る
と
い
ふ
工
合
で
あ
り
︑
殊
に
村
塾
の
炊
事
掛

と
し
て
皆
の
も
の
よ
り
喜
ば
れ
て
居
た
と
の
事
で
あ
る
︑
処
が
某
日
一
門
生
よ
り
苟
く
も
先
生
の
頭
髪
に
手
を
ふ
れ
而
か
も
先
生
の
身
辺
を
調
理
す
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る
と
い
ふ
が
如
き
は
正
し
き
人
格
者
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
に
も
拘
ら
ず
︑
德
民
は
其
性
状
阿
諛
奸
佞
に
し
て
偽
行
が
尠
く
な
い
様
で
あ
る
︑
そ
れ

を
先
生
が
信
用
し
て
可
愛
が
ら
れ
る
と
は
甚
だ
解
し
難
い
所
で
あ
る
と
云
ひ
出
し
た
︑
先
生
は
之
れ
を
耳
に
し
て
謂
は
る
る
に
は
決
し
て
自
分
は
德

民
を
信
用
し
て
居
る
わ
け
で
は
な
い
︑
其
の
性
行
は
当
に
其
言
の
通
で
あ
る
︑
然
る
が
故
に
余
の
身
辺
を
ま
か
す
に
於
て
は
彼
も
自
然
と
自
重
自
覚

し
て
其
非
を
悟
り
悔
悟
す
る
に
至
る
べ
し
と
門
生
に
漏
さ
れ
た
﹂︵
福
本
義
亮
﹃
吉
田
松
陰
の
殉
国
教
育
﹄
誠
文
堂
︑
昭
和
八
年
︑
六
四
三
頁
︒︶
と

い
う
逸
話
も
あ
る
︒

︵
9
︶
貝
原
益
軒
著
石
川
謙
校
訂
﹃
養
生
訓
・
和
俗
童
子
訓
﹄
岩
波
書
店
︑
一
九
七
六
年
︑
二
五
一
頁
︒

︵
10
︶
青
木
歳
幸
﹃
江
戸
時
代
の
医
学

名
医
た
ち
の
三
〇
〇
年
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
一
二
年
︑
六
九

−

七
〇
頁
︒

︵
11
︶
前
書
︑
一
〇
七
頁
︒

︵
12
︶
前
書
︑
一
三
五

−

一
三
七
頁
︒

︵
13
︶
来
栖
守
衛
﹃
松
陰
先
生
と
吉
田
稔
麿
﹄
マ
ツ
ノ
書
店
︑
平
成
二
年
︑
一
七
頁
︒

︵
14
︶
前
書
︑
一
八
頁
︒

︵
15
︶
﹁
関
係
人
物
略
伝

增
野
德
民
﹂︵﹃
全
集
﹄
十
巻
︑
五
九
五
頁
︶︒

︵
16
︶
﹁
関
係
人
物
略
伝

吉
田
榮
太
郎
﹂︵﹃
全
集
﹄
十
巻
︑
六
二
七
頁
︶︒

︵
17
︶
﹁
秀
實
︑
字
は
無
逸
の
説
﹂︵﹃
全
集
﹄
四
巻
︑
八
四
頁
︶︒

︵
18
︶
﹁
乾
︑
字
は
無
咎
の
説
﹂︵﹃
全
集
﹄
四
巻
︑
一
一
五
頁
︶︒

︵
19
︶
後
︑
安
政
六
年
一
月
十
日
︑
松
陰
は
﹁
真
に
何
事
も
奇
策
な
く
ば
︑
皆
々
目
を
引
き
つ
ぶ
し
刻
苦
読
書
な
ど
の
人
物
を
拵
へ
立
つ
る
よ
り
外
手
段

之
れ
な
く
候
︒
併
し
小
生
初
め
八
人
其
の
他
の
同
志
い
づ
れ
も
盛
ん
と
は
申
し
な
が
ら
︑
此
の
儘
に
て
三
五
年
も
ゆ
く
と
節
の
撓
ま
ぬ
と
い
う
受
合

は
立
ち
難
く
候
と
申
さ
ば
不
平
の
人
も
あ
る
べ
け
れ
ど
も
︑
人
は
父
母
の
存
没
妻
子
の
有
無
等
に
て
時
々
変
革
あ
る
な
り
︒
確
節
の
修
行
怠
る
べ
か

ら
ず
︒
も
し
同
志
中
に
節
の
移
り
候
人
あ
ら
ば
同
志
中
一
統
の
大
恥
な
り
﹂︵﹁
佐
世
八
十
郎
・
岡
部
富
太
郎
・
入
江
杉
藏
宛
﹂﹃
全
集
﹄
八
巻
︑

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
﹁
生
徒
﹂・
テ
キ
ス
ト
考
︵
川
口
︶
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一
八
〇

−

一
八
一
頁
︒︶
と
語
り
︑
二
十
三
日
に
は
︑
吉
田
榮
太
郎
に
あ
て
︑﹁
足
下
の
質
は
非
常
な
り
︒
足
下
の
才
も
非
常
な
り
︑
憂
ふ
る
所
は
学

問
未
だ
足
ら
ざ
る
の
み
︒
唯
だ
願
は
く
は
古
書
を
読
み
︑
古
人
に
交
は
り
︑
古
人
の
為
す
所
を
為
し
て
︑
古
人
の
思
ふ
所
を
思
ひ
︑
得
る
あ
ら
ば
教

へ
ら
れ
よ
︒
今
の
志
士
は
道
ふ
に
足
ら
ざ
る
な
り
﹂︵﹁
無
逸
に
与
ふ
﹂﹃
全
集
﹄
五
巻
︑
一
六
〇
頁
︒︶
と
送
っ
て
い
る
︒
こ
れ
よ
り
︑
松
陰
の
い
う
﹁
確

節
の
修
行
﹂
と
は
﹁
古
人
﹂
の
﹁
為
す
所
﹂﹁
思
ふ
所
﹂
に
学
び
︑
実
行
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
︒

︵
20
︶
古
谷
久
綱
﹃
藤
公
余
影
﹄
民
友
社
出
版
部
︑
明
治
四
十
三
年
︑
五
三
−

五
四
頁
︒

︵
21
︶
瀧
本
誠
一
﹃
経
済
要
録
﹄
岩
波
書
店
︑
昭
和
三
年
︑
二
三
四
頁
︒

︵
22
︶
﹁
兄
杉
梅
太
郎
宛
﹂︵﹃
全
集
﹄
七
巻
︑
三
六
四
頁
︶︒
松
陰
は
安
政
二
年
十
一
月
九
日
に
も
︑﹁
民
を
富
厚
す
る
は
政
の
本
な
り
︑
民
を
賑
恤
す
る
は

政
の
末
な
り
﹂
︵﹁
儲
糗
話
﹂﹃
全
集
﹄
二
巻
︑
一
七
八
頁
︒︶
と
記
し
て
い
る
︒

︵
23
︶
小
泉
吉
永
﹃
江
戸
時
代
庶
民
文
庫
55

︻
外
国
地
誌
︼
坤
輿
図
識
︵
正
編
︶﹄
大
空
社
︑
二
〇
一
五
年
︑
二
頁
︒

︵
24
︶
﹁
丁
巳
日
乗
﹂
安
政
四
年
二
月
六
日
の
条
に
は
︑﹁
榮
太
郎
来
る
︑
為
め
に
周
南
の
文
を
読
む
︒
午
後
︑
德
民
・
榮
太
の
為
め
に
周
南
の
文
を
読
む
﹂

︵
﹁
丁
巳
日
乗
﹂
﹃
全
集
﹄
九
巻
︑
五
〇
〇
頁
︒︶
と
あ
る
︒
こ
れ
よ
り
︑
午
前
の
来
室
は
吉
田
榮
太
郎
だ
け
で
あ
り
︑
よ
っ
て
︑
結
果
的
に
個
人
教
育

と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
︒
ま
た
﹁
野
山
獄
読
書
記
﹂
安
政
四
年
四
月
の
条
に
は
︑﹁
茶
山
詩
五
冊

内
一
冊

榮
と
与
に
﹂︵
﹃
全
集
﹄
九
巻
︑
四
四
七

頁
︒
︶
と
あ
る
の
み
で
︑
個
人
教
育
を
行
っ
た
背
景
は
不
明
で
あ
る
︒

︵
25
︶
﹁
講
孟
劄
記
﹂︵﹃
全
集
﹄
三
巻
︑
三
〇
四
頁
︶︒

︵
26
︶
前
書
︑
二
四
九
頁
︒

︵
27
︶
榮
太
郎
死
後
︑
吉
田
家
を
継
い
だ
妹
フ
サ
の
夫
義
久
の
甥
で
︑
義
久
死
後
︑
養
子
と
し
て
吉
田
家
を
継
い
だ
市
郎
右
衛
門
の
未
亡
人
フ
ミ
が
語
っ

た
と
い
う
︑
﹁
松
下
村
塾
に
在
学
中
母
と
妹
と
寺
参
り
を
す
る
の
で
榮
太
郎
に
留
守
番
を
せ
よ
と
い
つ
た
ら
︑
お
飯
を
沢
山
た
い
て
呉
れ
と
い
つ
た
︒

そ
ん
な
に
沢
山
た
く
と
お
米
が
な
く
な
る
と
云
へ
は
う
ち
の
米
が
な
く
な
れ
ば
余
所
の
米
が
余
る
で
は
な
い
か
と
い
つ
た
︒
帰
り
て
見
れ
ば
留
守
に

鯨
を
味
噌
煮
に
し
て
友
達
を
つ
れ
て
来
て
食
ひ
ち
ら
し
て
あ
つ
た
と
の
話
︑
一
寸
気
前
が
こ
ん
な
風
で
あ
つ
た
﹂︵
来
栖
守
衛
﹃
松
陰
先
生
と
吉
田
稔
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麿
﹄
マ
ツ
ノ
書
店
︑
平
成
二
年
︑
一
七
二
頁
︒︶
と
い
う
逸
話
が
あ
る
︒
榮
太
郎
の
こ
ん
な
﹁
気
風
﹂
も
松
陰
に
は
他
の
来
室
者
の
リ
ー
ダ
ー
役
と
し

て
好
ま
し
く
見
え
た
の
か
も
知
れ
な
い
︒

︵
28
︶
﹁
丙
辰
秋
冬
稿
﹂︵﹃
全
集
﹄
六
巻
︑
一
五
二

−

一
五
四
頁
︶︒

︵
29
︶
こ
の
よ
う
な
記
録
は
管
見
の
及
ぶ
限
り
﹁
野
山
獄
読
書
記
﹂・﹁
丙
辰
日
記
﹂
に
は
な
い
︒

︵
30
︶
﹁
吉
田
榮
太
郎
宛
﹂︵﹃
全
集
﹄
七
巻
︑
四
九
八
頁
︶︒

︵
31
︶
﹁
長
原
武
宛
﹂︵﹃
全
集
﹄
七
巻
︑
四
九
九
頁
︶︒

︵
32
︶
﹁
桂
小
五
郎
宛
﹂︵﹃
全
集
﹄
七
巻
︑
五
〇
〇

−

五
〇
一
頁
︶︒
な
お
︑
安
政
四
年
閏
五
月
に
は
︑
松
陰
は
榮
太
郎
に
富
永
有
隣
へ
の
書
を
代
筆
さ
せ

て
い
る
︒﹁
吉
田
榮
太
郎
よ
り
富
永
有
隣
に
贈
る
︿
松
陰
の
命
に
依
り
代
筆
﹀﹂︵
山
口
県
教
育
会
編
﹃
吉
田
松
陰
全
集
﹄
岩
波
書
店
︑
五
巻
︑
昭
和
十
年

四
六
〇

−

四
六
二
頁
︶︒
参
照
︒︿

﹀
内
は
割
註
︒
以
下
同
︒
以
下
︑
同
全
集
か
ら
の
引
用
は
︑
﹁
吉
田
榮
太
郎
よ
り
富
永
有
隣
に
贈
る
︿
松
陰
の
命

に
依
り
代
筆
﹀
﹂︵﹃
定
本
全
集
﹄
五
巻
︑
四
六
〇

−

四
六
二
頁
︶︒
と
略
記
す
る
︒

︵
33
︶
安
政
二
年
冬
︑
松
陰
は
﹁
城
下
の
盟
成
る
春
秋
の
恥
﹂︵﹁
松
陰
詩
稿
﹂﹃
全
集
﹄
六
巻
︑
一
一
四
頁
︒︶
と
記
し
て
い
る
︒

︵
34
︶
﹁
榮
太
郎
よ
り
里
村
伯
父
﹂︵
来
栖
守
衛
﹃
松
陰
先
生
と
吉
田
稔
麿
﹄
マ
ツ
ノ
書
店
︑
平
成
二
年
︑
六
六

−

六
九
頁
︶︒

︵
35
︶
来
栖
守
衛
は
﹁
梅
田
利
一
﹂
の
話
と
し
て
︑﹁
池
田
屋
の
変
新
撰
組
の
首
領
近
藤
勇
が
当
時
の
こ
と
を
話
し
た
日
記
を
其
甥
に
あ
た
る
人
が
持
つ
て

ゐ
た
が
其
中
に
﹃
長
州
の
士
吉
田
稔
麿
な
る
も
の
あ
り
其
の
死
最
も
天
晴
れ
後
世
学
ふ
へ
き
も
の
な
り
﹄
と
書
い
て
あ
つ
た
兎
に
角
一
旦
藩
邸
に
報

告
し
て
更
に
出
て
て
奮
闘
し
て
死
し
た
そ
の
時
の
態
度
に
殊
勝
の
こ
と
が
あ
つ
て
敵
な
か
ら
も
之
れ
を
見
て
感
心
し
た
こ
と
と
見
え
る
︒
是
れ
全
く

平
素
の
覚
悟
修
養
の
結
果
が
事
変
に
際
し
て
現
は
れ
た
も
の
で
あ
る
﹂︵
来
栖
守
衛
﹃
松
陰
先
生
と
吉
田
稔
麿
﹄
マ
ツ
ノ
書
店
︑
平
成
二
年
︑
一
七
七

頁
︒
︶
と
い
う
逸
話
を
記
し
て
い
る
︒

︵
36
︶
﹁
関
係
人
物
略
伝

玉
木
彦
介
﹂︵﹃
全
集
﹄
十
巻
︑
五
五
六
頁
︶︒

︵
37
︶
﹁
叔
父
玉
木
文
之
進
宛
﹂︵﹃
全
集
﹄
七
巻
︑
六
一
頁
︶︒

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
﹁
生
徒
﹂・
テ
キ
ス
ト
考
︵
川
口
︶
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︵
38
︶
﹁
睡
余
事
録
﹂︵﹃
全
集
﹄
九
巻
︑
二
八
三
頁
︶︒

︵
39
︶
前
書
︑
二
八
九
頁
︒

︵
40
︶
﹁
従
弟
玉
木
彦
介
に
与
ふ
る
書
﹂︵﹃
全
集
﹄
二
巻
︑
三
〇
〇

−

三
〇
一
頁
︶︒

︵
41
︶
﹁
兄
杉
梅
太
郎
と
往
復
﹂︵﹃
全
集
﹄
七
巻
︑
二
六
九
頁
︶︒

︵
42
︶
安
政
二
年
一
月
十
日
頃
の
叔
父
玉
木
文
之
進
あ
て
の
書
中
に
︑﹁
去
る
五
日
彦
生
加
冠
一
段
の
御
事
と
存
じ
奉
り
候
﹂︵﹁
叔
父
玉
木
文
之
進
宛
﹂﹃
全

集
﹄
七
巻
︑
三
三
三
頁
︒︶
と
あ
る
︒

︵
43
︶
﹁
彦
介
の
元
服
を
祝
す
﹂︵﹃
全
集
﹄
六
巻
︑
七
〇
頁
︶︒

︵
44
︶
﹁
士
規
七
則
﹂︵﹃
全
集
﹄
二
巻
︑
三
〇
八

−

三
一
〇
頁
︶︒

︵
45
︶
拙
稿
﹁
吉
田
松
陰
に
お
け
る
﹃
生
﹄
の
意
義
と
理
想
的
﹃
死
﹄
の
認
識
﹂︵
人
間
環
境
大
学
人
間
環
境
学
研
究
所
編
﹃
人
間
と
環
境

−

人
間
環
境
学

研
究
所
研
究
報
告
書
﹄
第
８
号
︑
二
〇
一
七
年
︑
一
〇
七

−

一
二
四
頁
︒︶
参
照
︒

︵
46
︶
﹁
従
弟
毅
甫
相
撲
に
成
せ
る
に
寄
す
﹂︵﹃
全
集
﹄
六
巻
︑
一
二
四

−

一
二
五
頁
︶︒

︵
47
︶
﹁
叔
父
玉
先
生
・
従
弟
毅
甫
相
成
よ
り
帰
る
を
喜
ぶ
﹂︵﹃
全
集
﹄
六
巻
︑
一
三
四
頁
︶
︒

︵
48
︶
﹁
講
孟
劄
記
﹂︵﹃
全
集
﹄
三
巻
︑
二
五
一
頁
︶︒

︵
49
︶
前
書
︑
三
一
三
頁
︒

︵
50
︶
﹁
武
教
全
書
講
録
﹂︵﹃
全
集
﹄
四
巻
︑
四
〇
頁
︶︒

︵
51
︶
柳
町
達
也
﹃
中
国
古
典
新
書

蒙
求
﹄
明
徳
出
版
社
︑
昭
和
四
十
九
年
︑
九
頁
︒

︵
52
︶
前
書
︑
二
八
六
頁
︒

︵
53
︶
﹁
陳
亮
﹂
︵
フ
ラ
ン
ク
・
Ｂ
・
ギ
ブ
ニ
ー
編
集
﹃
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
﹄
テ
ィ
ビ
ー
エ
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
︑
一
九
九
三
年
︑
四
五
〇
頁
︶︒

︵
54
︶
安
政
元
年
︑
松
陰
は
方
孝
孺
を
﹁
燕
逆
の
誅
よ
り
惨
な
る
は
な
く
︑
希
直
の
節
よ
り
烈
な
る
は
な
し
︒
坐
し
て
死
す
千
余
の
人
︑
親
旧
尽
く
時
傑
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た
り
︒
慰
諭
す
れ
ど
も
詔
を
草
せ
ず
︑
哭
罵
し
て
其
の
舌
を
割
か
る
︒
公
が
文
時
に
禁
あ
り
し
も
︑
極
天
滅
す
べ
か
ら
ず
︒
永
楽
大
全
を
纂
す
る
も
︑

精
金
鉱
鉄
に
映
ず
︒
正
学
死
せ
り
と
雖
も
︑
種
子
未
だ
嘗
て
絶
え
ず
﹂︵﹁
方
孝
孺
﹂﹃
全
集
﹄
六
巻
︑
五
二

−

五
三
頁
︒︶
と
絶
賛
し
て
い
る
︒

︵
55
︶
﹁
第
十
一
方
正
学
文
粋
﹂︵
飯
田
傳
一
﹃
漢
文
文
法
か
ら
解
釈
へ
﹄
東
興
社
︑
昭
和
四
年
︑
二
四
一

−

二
四
三
頁
︶
︒

︵
56
︶
﹁
関
係
人
物
略
伝

玉
木
彦
介
﹂︵﹃
全
集
﹄
十
巻
︑
五
五
六
頁
︶︒

︵
57
︶
妻
木
忠
太
﹃
來
原
良
藏
傳

上
巻
﹄
村
田
書
店
︑
昭
和
六
十
三
年
︑
六
頁
︒

︵
58
︶
﹁
関
係
人
物
略
伝

岡
部
繁
之
助
﹂︵﹃
全
集
﹄
十
巻
︑
四
九
〇
頁
︶︒︿

﹀
内
は
割
註
︒
以
下
︑
同
︒

︵
59
︶
﹁
関
係
人
物
略
伝

岡
部
富
太
郎
﹂︵﹃
全
集
﹄
十
巻
︑
四
九
一
頁
︶︒

︵
60
︶
上
巻
に
は
﹁
父
兄
教
子
弟
之
法
﹂﹁
尊
師
択
師
之
法
﹂﹁
学
問
成
就
全
頼
師
伝
﹂︑
下
巻
に
は
﹁
教
授
童
子
書
法
﹂﹁
童
子
学
字
法
﹂﹁
童
子
請
書
法
﹂

な
ど
の
項
目
が
あ
る
︒

︵
61
︶
廣
瀨
豐
﹃
松
陰
先
生
の
教
育
力
﹄
武
蔵
野
書
院
︑
昭
和
九
年
︑
三
八
二

−

三
八
三
頁
︒
松
陰
の
教
育
志
向
は
あ
く
ま
で
も
﹁
同
志
﹂
＝
志
士
養
成

が
目
的
で
あ
る
︒
私
は
︑
松
陰
が
一
般
的
﹁
教
育
者
﹂
の
自
覚
を
も
っ
て
い
た
が
如
き
記
述
は
廣
瀨
の
臆
測
に
し
か
過
ぎ
な
い
︑
と
見
て
い
る
︒
今
後
︑

こ
れ
ら
の
観
点
か
ら
の
研
究
が
必
要
と
考
え
る
︒
廣
瀨
も
﹁
な
ほ
松
陰
が
此
本
を
何
年
に
初
め
て
読
ん
だ
か
︑
又
此
本
に
対
す
る
批
判
所
見
と
云
ふ

や
う
な
も
の
や
︑
安
政
三
年
暮
れ
以
後
用
ひ
な
か
つ
た
の
か
︑
岡
部
の
外
に
も
読
ま
な
か
つ
た
か
︑
そ
れ
は
ど
う
い
ふ
理
由
か
︑
久
坂
が
写
し
た
外

に
は
誰
も
写
さ
な
か
つ
た
か
︑
塾
内
で
は
そ
れ
程
珍
重
さ
れ
な
か
つ
た
か
︑
之
れ
が
岡
部
に
与
へ
た
影
響
等
︑
皆
総
べ
て
未
研
究
に
属
す
る
︒
若
し

そ
れ
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
松
陰
の
教
育
思
想
は
一
層
明
瞭
を
加
へ
る
わ
け
で
あ
る
﹂︵
前
書
︑
四
〇
〇
頁
︒︶
と
追
記
し
て
い
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
︒

︵
62
︶
﹁
関
係
人
物
略
伝

岡
部
繁
之
助
﹂
に
は
︑
安
政
﹁
六
年
五
月
松
陰
東
行
の
際
送
別
の
詩
を
賦
す
︒
松
陰
こ
れ
を
見
て
︑﹃
こ
の
人
吾
れ
嘗
て
友
弟

を
以
て
こ
れ
を
目
す
︒
淸
太
︿
外
弟
久
保
淸
太
郎
﹀
も
亦
以
て
然
り
と
な
る
︑
愛
す
べ
き
な
り
﹄
と
評
せ
り
︒
以
て
親
密
の
度
を
察
す
べ
し
﹂︵﹃
全
集
﹄

十
巻
︑
四
九
〇
頁
︒︶
と
あ
る
︒
松
陰
が
繁
之
助
を
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
︒

︵
63
︶
も
う
一
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
︑
後
︑
安
政
六
年
一
月
二
十
七
日
︑
松
陰
が
入
江
杉
藏
に
あ
て
︑
岡
部
富
太
郎
子
楫
の
こ
と
を
︑
安
政
六
年
一
月

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
﹁
生
徒
﹂・
テ
キ
ス
ト
考
︵
川
口
︶
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二
十
七
日
︑
﹁
子
楫
は
母
賢
に
弟
友
な
り
︑
以
て
家
を
託
す
る
に
足
る
︒
是
れ
宜
し
く
責
む
る
に
国
事
を
以
て
す
べ
き
な
り
︒
是
れ
吾
が
心
赤
の
語
な

り
︑
汝
切
に
記
せ
よ
﹂︵﹁
子
遠
に
語
ぐ
﹂﹃
全
集
﹄
五
巻
︑
一
八
〇
頁
︒︶
と
送
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
︒
岡
部
兄
弟
の
叔
父
來
原
良
三
と
松
陰
の
関

係
を
思
え
ば
︑
來
原
と
松
陰
の
間
に
︑
兄
富
太
郎
は
﹁
国
事
﹂
に
尽
く
さ
せ
る
︒
一
方
︑﹁
弟
友
﹂
な
る
弟
繁
之
助
は
﹁
賢
﹂
な
る
﹁
母
﹂
に
仕
え
て

家
を
守
ら
せ
る
︑
と
い
う
了
解
が
早
い
時
期
か
ら
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒
繁
之
助
は
次
男
で
あ
る
︒
兄
が
存
命
で
あ
る
限
り
︑
他
家
へ
養
子
に

で
る
か
︑
自
活
法
を
身
に
つ
け
る
し
か
な
い
︒
そ
こ
で
︑
來
原
・
松
陰
は
そ
の
一
つ
と
し
て
︑
寺
子
屋
の
師
匠
へ
の
道
を
考
え
︑﹃
父
師
善
誘
法
﹄
を

教
え
た
可
能
性
は
あ
る
︒

︵
64
︶
﹁
関
係
人
物
略
伝

岡
部
繁
之
助
﹂︵﹃
全
集
﹄
十
巻
︑
四
九
〇
頁
︶︒

︵
65
︶
﹁
関
係
人
物
略
伝

佐
々
木
梅
三
郎
﹂︵﹃
全
集
﹄
十
巻
︑
五
三
二
頁
︶︒

︵
66
︶
﹁
佐
謙
・
岡
部
・
谷
茂
に
与
ふ
る
書
﹂︵﹃
全
集
﹄
四
巻
︑
三
〇
八
頁
︶︒
こ
の
﹁
諸
生
中
熱
中
撃
剣
す
る
者
﹂
の
中
に
は
︑
他
に
玉
木
彦
介
・
吉
熊

次
郎
・
佐
々
木
龜
之
助
の
名
前
も
あ
る
︒

︵
67
︶
﹁
関
係
人
物
略
伝

佐
々
木
謙
藏
﹂︵﹃
全
集
﹄
十
巻
︑
五
三
三
頁
︶︒

︵
68
︶
小
泉
吉
永
﹃
江
戸
時
代
庶
民
文
庫
56

︻
外
国
地
誌
︼
坤
輿
図
識
︵
補
編
︶﹄
大
空
社
︑
二
〇
一
五
年
︑
二
八
三

−

三
二
〇
頁
︒

︵
69
︶
﹁
関
係
人
物
略
伝

佐
々
木
謙
藏
﹂︵﹃
全
集
﹄
十
巻
︑
五
三
三
頁
︶︒

︵
70
︶
松
陰
の
幽
囚
室
教
育
を
考
え
る
際
に
は
︑
松
陰
は
我
が
国
が
非
常
時
に
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
︑
ま
た
︑
西
欧
的
な
﹁
E
ducation
﹂
と
い
う
発
想

が
本
格
的
に
入
る
前
の
時
代
で
あ
っ
た
︑
と
い
う
視
点
を
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
︒

︵
71
︶
﹁
奉
呈
義
卿
吉
田
君
案
下
﹂︵﹃
定
本
全
集
﹄
四
巻
︑
六
九
九
頁
︶︒

︵
72
︶
﹁
関
係
人
物
略
伝

久
坂
玄
瑞
﹂︵﹃
全
集
﹄
十
巻
︑
五
〇
九
頁
︶︒

︵
73
︶
﹁
関
係
人
物
略
伝

高
杉
晉
作
﹂︵﹃
全
集
﹄
十
巻
︑
五
四
九
頁
︶︒

︵
74
︶
﹁
関
係
人
物
略
伝
﹂︵﹃
全
集
﹄
九
巻
︑
五
九
六
頁
︶︒
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︵
75
︶
﹁
野
山
獄
読
書
記
﹂︵﹃
全
集
﹄
九
巻
︑
四
四
六
頁
︶︒

︵
76
︶
﹁
丁
巳
詩
稿
﹂︵﹃
全
集
﹄
六
巻
︑
一
五
八
頁
︶︒

︵
77
︶
﹁
丁
巳
日
集
﹂︵﹃
全
集
﹄
九
巻
︑
五
〇
一
頁
︶︒

︵
78
︶
後
︑
安
政
五
年
二
月
十
二
日
︑
松
陰
は
高
杉
晉
作
に
あ
て
︑﹁
僕
︑
足
下
と
交
を
納
る
る
は
︑
徒
に
読
書
稽
古
の
為
め
の
み
に
非
ず
︑
固
よ
り
報
国

の
大
計
を
建
て
ん
と
す
れ
ば
な
り
︒
足
下
と
清
太
と
思
慮
周
詳
に
し
て
︑
僕
の
固
よ
り
推
許
し
て
倚
頼
す
る
所
な
り
﹂︵
﹁
高
杉
暢
夫
に
与
ふ
﹂﹃
全
集
﹄

四
巻
︑
三
一
〇
頁
︒︶
と
述
べ
て
い
る
︒
こ
れ
よ
り
︑
高
杉
と
﹁
読
書
稽
古
﹂
＝
学
問
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
︒
梅
溪
昇
氏
は
﹁
晋
作
が
松
下

村
塾
で
松
陰
に
師
事
し
た
期
間
は
約
一
年
に
す
ぎ
な
い
が
︑
そ
の
間
に
松
陰
の
﹃
幽
室
文
稿
﹄︑﹃
宋
元
明
鑑
紀
奉
使
抄
﹄︑
三
河
挙
母
藩
の
儒
医
・
竹

村
悔
斎
︵
蕡
︶
の
﹃
奚
所
須
窩
︵
遺
稿
︶﹄︑
唐
宋
の
﹃
八
大
家
文
集
﹄
な
ど
を
読
み
︑
孫
子
・
左
伝
な
ど
の
会
読
に
も
加
わ
っ
た
と
思
わ
れ
︑
ま
た

議
論
の
間
に
晋
作
の
得
た
も
の
は
少
な
く
な
か
っ
た
︒
最
も
意
義
の
あ
っ
た
の
は
︑
松
陰
の
人
格
と
そ
の
才
学
識
見
に
直
接
触
れ
て
傾
倒
し
︑
強
い

精
神
的
紐
帯
を
作
り
得
た
こ
と
で
あ
り
︑
ま
た
︑
松
陰
の
見
識
と
愛
情
に
よ
っ
て
︑
よ
く
競
争
相
手
と
し
て
久
坂
玄
瑞
を
与
え
ら
れ
︑
彼
と
切
磋
琢

磨
し
つ
つ
自
ら
の
人
間
的
成
長
を
と
げ
る
よ
う
教
訓
・
激
励
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
﹂︵
梅
溪
昇
﹃
高
杉
晋
作
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
〇
二
年
︑
三
〇

−

三
一
頁
︒
︶
と
︑
松
陰
と
の
学
問
に
つ
い
て
は
︑﹁
思
わ
れ
﹂
と
述
べ
る
に
止
め
て
い
る
︒
ま
た
︑
松
陰
が
﹁
僕
の
固
よ
り
推
許
し
て
倚
頼
す
る
所
な
り
﹂

と
ま
で
記
し
て
い
る
こ
と
は
松
陰
と
高
杉
の
関
係
を
見
る
上
で
注
目
さ
れ
る
︒

︵
79
︶﹁
関
係
人
物
略
伝
﹂
に
は
︑
增
野
德
民
は
﹁
万
延
元
年
頃
は
主
と
し
て
久
坂
玄
瑞
の
指
導
を
受
け
て
国
事
に
活
動
﹂︵
﹁
関
係
人
物
略
伝

增
野
德
民
﹂

﹃
全
集
﹄
十
巻
︑
五
九
五
頁
︒︶
し
た
と
あ
る
︒
あ
る
い
は
幽
囚
室
と
松
下
村
塾
の
位
置
関
係
を
考
え
る
︑
一
つ
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
事
例
で
あ
ろ
う
か
︒

︵
80
︶
﹁
堀
江
克
之
助
宛
﹂︵﹃
全
集
﹄
八
巻
︑
三
百
八
十
九
頁
︶︒︵

か
わ
ぐ
ち

ま
さ
あ
き
・
皇
學
館
大
学
文
学
部
特
命
教
授
︑
広
島
大
学
教
育
学
修
士
︶

吉
田
松
陰
に
お
け
る
幽
囚
室
教
育
の
﹁
生
徒
﹂・
テ
キ
ス
ト
考
︵
川
口
︶
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